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議
場
シ
ス
テ
ム
を
更
改
し
、

議
場
シ
ス
テ
ム
を
更
改
し
、

字
幕
表
示

字
幕
表
示
を
開
始
！

を
開
始
！

令
和
６
年
度
当
初
予
算
を

令
和
６
年
度
当
初
予
算
を
可
決
可
決

２～４面★一般質問
　　５面★代表質疑　★議場システムが新しくなりました
　　６面★意見書・決議（要旨）
　　　　★委員会の審査から
　　７面★第１回定例会 議案審議結果一覧表
　　８面★議会構成　★可決した主な議案の内容
　　　　★令和５年度３月補正予算のあらまし
　　　　★３月定例会の日程

主
な
内
容

　本定例会は、２月２２日から３月２７日
まで３５日間にわたり開催され、議案６８
件、請願８件を審議しました。
　審議の結果、市長提出議案は５８件を
可決、承認、同意しました。
　議員提出議案は６件を可決、４件を
否決しました。
　また、市民から提出された請願は２
件を採択、５件を不採択、１件を継続
審査としました。

　

令
和
６
年
度
当
初
予
算
は
、
一

般
会
計
が
１
７
９
２
億
８
２
４
２

万
６
千
円
、
各
特
別
会
計
の
小
計

が
１
３
３
５
億
５
２
７
５
万
１
千

円
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合

わ
せ
た
総
予
算
額
は
、
３
１
２
８

億
３
５
１
７
万
７
千
円
と
な
り
、

対
前
年
度
比
較
で
一
般
会
計
は
６

・
４
％
増
、
特
別
会
計
は
１
・
２

％
増
、
全
体
で
４
・
１
％
増
と
な

り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
の
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
（
前
年
度
比

較
の
増
減
率
）。

　

市
税
…
６
９
０
億
８
９
１
９
万

８
千
円
（
２
・
３
％
減
）、
地
方

特
例
交
付
金
…
２４
億
２
２
７
万
４

　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ

り
被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
、
深

く
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

町
田
市
議
会
議
員
一
同
は
、
１

月
２４
日
に
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
災
害
義
援
金
と
し
て
、
３６
万
円

を
北
信
越
市
議
会
議
長
会
の
義
援

金
口
座
に
送
金
し
ま
し
た
。

千
円
（
３
９
３
・
３
％
増
）、
国

庫
支
出
金
…
３
５
０
億
４
０
９
８

万
８
千
円
（
６
・
６
％
増
）、
都

支
出
金
…
２
６
０
億
４
２
４
２
万

２
千
円
（
３
・
６
％
増
）。

　
一
般
会
計
の
主
な
目
的
別
歳
出

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
（
前
年

度
比
較
の
増
減
率
）。

　

議
会
費
…
６
億
５
１
７
１
万
５

千
円
（
０
・
１
％
減
）、
総
務
費

…
１
９
５
億
５
０
０
万
２
千
円

（
９
・
１
％
増
）、
民
生
費
…
９

令
和
６
年
度

当
初
予
算
の

あ
ら
ま
し

町田市議会（町田市公式）
＠machida_gikai
議会の情報などをどんどん発信し
ています。右上の２次元コードよ
り、フォローをお願いします！

X（旧 Twitter）で発信しています！

詳
細
は

５
面
へ

令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
被
害
に

対
す
る
災
害
義
援
金

２
８
億
８
０
４
７
万
５
千
円
（
４

・
３
％
増
）、
衛
生
費
…
１
５
２

億
６
０
３
０
万
円
（
２
・
０
％
減
）、

商
工
費
…
１１
億
８
５
７
７
万
５
千

円
（
０
・
５
％
増
）、
土
木
費
…

１
７
４
億
２
５
８
４
万
５
千
円

（
１０
・
８
％
増
）、
消
防
費
…
４９

億
７
４
４
６
万
３
千
円
（
１
・
３

％
増
）、
教
育
費
…
１
８
７
億
４

６
５
９
万
７
千
円
（
２３
・
１
％
増
）、

公
債
費
…
８２
億
１
０
８
０
万
５
千

円
（
５
・
７
％
増
）。

（単位：千円）

区　分
2024年度 2023年度 比較

予算額 構成比
（％） 予算額 構成比

（％） 増減額 増減率
（％）

一 般 会 計 179,282,426 57.3 168,426,481 56.1 10,855,945 6.4

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険
事 業 会 計 40,830,084 13.1 42,246,889 14.0 △1,416,805 △3.4
介 護 保 険
事 業 会 計 39,757,155 12.7 38,756,050 12.9 1,001,105 2.6
後期高齢者医療
事 業 会 計 14,136,848 4.5 13,418,061 4.5 718,787 5.4
鶴 川 駅 南 土 地 
区画整理事業会計 685,447 0.2 434,064 0.1 251,383 57.9
下水道事業会計 20,494,550 6.5 19,284,474 6.4 1,210,076 6.3

収 益 的 12,099,008 3.8 12,084,916 4.0 14,092 0.1
資 本 的 8,395,542 2.7 7,199,558 2.4 1,195,984 16.6

病 院 事 業 会 計 17,648,667 5.7 17,850,132 6.0 △201,465 △1.1
収 益 的 15,812,233 5.1 16,174,706 5.4 △362,473 △2.2
資 本 的 1,836,434 0.6 1,675,426 0.6 161,008 9.6
小　　計 133,552,751 42.7 131,989,670 43.9 1,563,081 1.2

合　　計 312,835,177 100.0 300,416,151 100.0 12,419,026 4.1

令和６年度（2024年度）の予算規模

◎６月定例会のお知らせ（予定）

月 日 内容

６

４㊋ 本会議（提案理由説明）
議会運営委員会

５㊌ 議案説明会
全員協議会

７㊎ 本会議（一般質問）
議会運営委員会

１０㊊

本会議（一般質問）
１１㊋
１３㊍
１４㊎

１７㊊ 本会議（質疑）
議会運営委員会

１８㊋ 常任委員会
（文教社会・建設）

１９㊌ 常任委員会
（総務・健康福祉）

２０㊍ 常任委員会予備日

２８㊎ 本会議（表決）
議会運営委員会

日程は変更になる場合がありま
す。請願・陳情の受付締切は、
６月４日（火）午後５時です。
※受付締切日にご注意ください。

サッカーＪ１に昇格した「ＦＣ町田ゼルビア」 と ホームスタジアムである「町田ＧＩＯＮスタジアム」サッカーＪ１に昇格した「ＦＣ町田ゼルビア」 と ホームスタジアムである「町田ＧＩＯＮスタジアム」
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学
校
給
食
／
野
津�

田
公
園
周
辺
状
況

都
立
中
高
一
貫
校�

町
田
誘
致
要
請
は

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ�

市
内
事
業
者
発
展

環
境
対
策
／
郷
土�

資
料
／
地
域
交
通

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー�

教
育
・
防
災
ほ
か

不
登
校
対
策
・
創�

業
策
・
鶴
川
団
地

忠
生
ま
ち
づ
く
り

能
登
半
島
地
震

山
崎
団
地
の
ま
ち�

づ
く
り
を
問
う

小
児
イ
ン
フ
ル
エ�

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
他

多
文
化
共
生
／
ジ�

ェ
ン
ダ
ー
主
流
化

　
加
藤
真
彦
（
自
由
民
主
党
）

　
問　

で
き
る
だ
け
早
く
国
の
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
（
仮
称
）

モ
デ
ル
事
業
に
取
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

榎
本
副
市
長
　
幼
稚
園
等
で
の

未
就
園
児
預
か
り
推
進
事
業
の
状

況
を
踏
ま
え
、
待
機
児
童
の
状
況

や
他
自
治
体
の
取
組
状
況
も
注
視

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

学
校
給
食
で
よ
り
多
く
の

市
内
産
農
産
物
を
供
給
す
る
た
め

の
課
題
と
今
後
の
取
組
は
。

　
吉
田
つ
と
む
（
無
所
属
）

　
問　

一
般
の
納
税
市
民
の
立
場

か
ら
す
る
と
、
市
民
が
納
税
で
は

な
く
、
町
田
市
に
寄
付
を
し
て
返

礼
品
を
受
け
取
る
方
法
は
ど
う
改

善
さ
れ
て
い
る
か
。　

　

財
務
部
長　
19
年
に
地
方
税
法

等
の
改
正
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
係
る
指
定
制
度
が
開
始
し
ま

し
た
。
区
域
内
に
住
む
住
民
へ
の

返
礼
品
の
提
供
は
認
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
町
田
市
民

へ
の
提
供
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
森
本
せ
い
や（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
行
政
課
題
を
デ
ジ
タ
ル
技

術
で
解
決
す
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

を
目
指
す
べ
き
だ
。
市
内
事
業
者

の
力
を
積
極
的
に
借
り
て
欲
し
い
。

　
榎
本
副
市
長
　
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
、
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル

社
会
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
戦
略
室
長
　
今
後
も

事
業
者
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
は
市
内
事
業

者
が
参
入
し
づ
ら
い
。
参
入
要
件

　
佐
藤
和
彦（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

町
田
市
に
水
素
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
は
整
備
さ
れ
る
の
か
。

　

環
境
資
源
部
長　
旧
境
川
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
に
整
備

で
き
な
い
か
調
査
を
お
願
い
し
、

形
状
な
ど
が
課
題
で
あ
る
と
分
か

り
ま
し
た
。
今
後
と
も
都
と
連
携

し
、
誘
致
に
向
け
た
検
討
を
実
現

で
き
る
よ
う
進
め
た
い
。

　
問　

南
成
瀬
地
区
の
学
校
統
廃

合
に
よ
り
、
学
校
の
郷
土
資
料
は

新
た
な
学
校
に
継
承
さ
れ
る
の
か
。

　
松
葉
ひ
ろ
み
（
公
明
党
）

　
問　

鳴
門
市
の
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ

ー
教
育
を
参
考
に
町
田
市
で
取
り

組
め
る
こ
と
は
あ
る
か
。　

　

指
導
室
長　
例
え
ば
、
社
会
科

で
政
治
に
つ
い
て
学
習
す
る
際
に

自
助
、
共
助
、
公
助
に
目
を
向
け

さ
せ
、
災
害
時
に
自
分
に
で
き
る

こ
と
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
こ
と

な
ど
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
生
活
部
長　
保
育
現
場

に
反
映
で
き
る
か
を
検
討
し
、
日

常
の
活
動
か
ら
の
災
害
対
応
力
の

　
渡
辺
さ
と
し（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
不
登
校
児
童
・
生
徒
対
策

と
し
て
、
市
の
24
年
の
学
び
の
多

様
化
へ
向
け
た
具
体
的
取
組
は
。

　
教
育
長
　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

の
開
室
日
時
の
拡
充
や
、
小
山
市

民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
分
室
の
運

営
を
行
い
ま
す
。
不
登
校
の
児
童

生
徒
及
び
そ
の
保
護
者
を
対
象
に

し
た
調
査
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
関
係
人
口
と
定
住
人
口
増

加
を
見
据
え
た
若
い
世
代
へ
の
創

業
支
援
策
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

　
若
林
章
喜（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問
　
忠
生
ス
ポ
ー
ツ
公
園
第
二

次
整
備
基
本
計
画
が
完
成
し
た
が
、

今
後
の
忠
生
地
区
ま
ち
づ
く
り
は
。

　
市
長
　
都
市
づ
く
り
の
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
や
、
こ
の
３
月
に
策
定

い
た
し
ま
し
た
モ
ノ
レ
ー
ル
沿
線

ま
ち
づ
く
り
構
想
に
基
づ
き
、
今

後
も
市
の
各
部
署
一
丸
と
な
っ
て

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問
　
能
登
半
島
地
震
を
受
け
て
、

市
の
支
援
・
受
援
体
制
を
問
う
。

　
政
策
経
営
部
長
　
対
策
本
部
を

　
佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
を
見
据

え
た
ま
ち
づ
く
り
構
想
と
は
、
山

崎
団
地
住
民
の
声
を
ど
の
よ
う
に

意
見
聴
取
し
な
が
ら
進
め
る
の
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
自
治
会
な

ど
で
構
成
す
る
検
討
会
、
団
地
に

係
る
方
々
の
意
見
を
聞
く
た
め
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
な

ど
、
対
話
を
重
ね
な
が
ら
進
め
ま

す
。
開
催
は
24
年
度
か
ら
の
２
か

年
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問
　
震
災
の
被
害
想
定
の
見
直

　
お
ん
じ
ょ
う
由
久
（
公
明
党
）

　
問　

小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
助
成
制
度
の

導
入
を
。
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
予
防
接
種
助
成
の
経
過
措

置
終
了
に
際
す
る
対
策
は
。

　

保
健
所
長　
23
年
度
の
肺
炎
球

菌
定
期
接
種
の
対
象
者
に
は
、
直

接
通
知
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

都
の
補
助
事
業
の
内
容
を
踏
ま
え

つ
つ
、
近
隣
自
治
体
の
動
き
を
注

視
し
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

学
校
の
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
環
境

　
笹
倉
み
ど
り（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
多
文
化
共
生
指
針
を
策
定

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
現

時
点
で
は
多
文
化
共
生
指
針
を
策

定
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
問
　
小
中
学
校
で
の
日
本
語
指

導
に
お
い
て
は
「
特
別
の
教
育
課

程
」
を
編
成
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
学
校
教
育
部
長
　
よ
り
効
果
的

な
日
本
語
指
導
を
実
施
す
る
上
で
、

個
々
の
児
童
生
徒
の
特
別
の
教
育

課
程
を
編
成
し
、
計
画
的
に
指
導

　

赤
塚
副
市
長　
農
業
者
の
皆
様

に
生
産
量
を
増
や
し
て
い
た
だ
く

だ
け
で
な
く
、
農
業
研
修
事
業
を

重
点
事
業
と
位
置
づ
け
、
よ
り
多

く
の
市
内
産
農
産
物
を
供
給
で
き

る
よ
う
、
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問　
Ｊ
リ
ー
グ
開
催
時
の
野
津

田
公
園
周
辺
道
路
の
交
通
状
況
を

踏
ま
え
た
対
策
は
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　
警

察
、
関
係
団
体
な
ど
と
連
携
を
図

り
、
改
善
を
加
え
、
円
滑
で
快
適

な
移
動
を
実
現
し
て
い
き
た
い
。

　
問　

町
田
市
内
に
無
い
も
の
で

都
立
の
中
高
一
貫
校
を
東
京
都
に

誘
致
要
請
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

学
校
教
育
部
長　
町
田
市
と
し

て
も
中
高
一
貫
で
学
校
を
設
置
し

て
い
く
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
問　

住
居
被
害
認
定
の
リ
モ
ー

ト
判
定
は
町
田
市
で
可
能
か
。

　

税
務
担
当
部
長　
同
じ
シ
ス
テ

ム
を
持
ち
、
相
互
の
シ
ス
テ
ム
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
接
続
す
る
こ
と

で
、
こ
う
い
っ
た
仕
組
み
は
今
後

実
現
可
能
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

に
し
っ
か
り
と
定
め
る
べ
き
だ
。

　
財
務
部
長
　
例
え
ば
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ

や
協
力
企
業
と
し
て
の
参
画
、
ま

た
、
調
達
品
等
の
市
内
事
業
者
へ

の
発
注
を
参
加
条
件
に
で
き
な
い

か
、
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問
　
定
員
割
れ
の
保
育
所
が
あ

る
場
合
、
市
外
在
住
者
に
も
周
知

す
る
方
法
を
模
索
す
る
べ
き
だ
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
周
知
に
つ

い
て
は
、
他
自
治
体
の
状
況
を
注

視
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
園
の

皆
様
と
も
相
談
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
教
育
部
長　
歴
史
を
伝
え

る
財
産
と
し
て
、
実
物
で
残
す
も

の
を
整
理
し
、
物
品
は
デ
ジ
タ
ル

技
術
で
保
存
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問　

地
域
支
え
合
い
交
通
を
行

っ
て
い
る
団
体
に
対
し
、
こ
う
し

た
活
動
を
持
続
可
能
な
も
の
に
す

る
た
め
に
、
補
助
金
の
対
象
範
囲

を
拡
充
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

都
市
づ
く
り
部
長
　
24
年
度
か

ら
は
燃
料
費
も
補
助
が
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
、
人
件
費
の
追
加

も
含
め
、
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
問　

能
登
半
島
地
震
で
は
清
潔

な
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
が
注
目
さ

れ
喜
ば
れ
た
。
共
助
の
点
か
ら
も

市
と
し
て
購
入
を
検
討
し
て
は
。

　

防
災
安
全
部
長　
今
後
も
、
導

入
し
て
い
る
自
治
体
の
状
況
も
注

視
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の
利

用
者
に
対
す
る
経
済
的
支
援
を
。

　

学
校
教
育
部
長　
保
護
者
の
会

な
ど
を
通
じ
、
支
援
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
経
済
観
光
部
長
　
創
業
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、

交
流
人
口
や
定
住
人
口
の
拡
大
も

期
待
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

産
業
支
援
を
進
め
る
上
で
、
学
生

の
起
業
の
促
進
、
支
援
に
も
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
鶴
川
地
域
の
持
続
的
発
展

の
為
、
団
地
空
室
率
を
改
善
し
、

若
い
世
代
の
居
住
促
進
を
Ｕ
Ｒ
へ

働
き
か
け
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
引
き
続
き
、

働
き
か
け
を
行
い
た
い
。

設
置
し
、
協
議
及
び
決
定
を
行
い
、

被
災
地
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

受
援
体
制
に
つ
い
て
で
す
が
、
22

年
に
町
田
市
災
害
時
受
援
応
援
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
問
　
生
成
Ａ
Ｉ
の
市
民
の
利
活

用
に
つ
い
て
問
う
。

　
榎
本
副
市
長
　
今
後
も
Ａ
Ｉ
を

は
じ
め
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

ト
レ
ン
ド
を
捉
え
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
で
市

民
の
利
便
性
向
上
と
市
の
生
産
性

向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

し
に
よ
る
地
域
防
災
計
画
の
変
更

点
を
問
う
。

　
防
災
安
全
部
長
　
備
蓄
す
る
食

料
、
飲
料
水
の
量
に
つ
い
て
は
、

発
災
か
ら
３
日
目
ま
で
の
最
大
避

難
施
設
避
難
者
数
を
基
準
に
算
出

す
る
と
明
記
し
ま
し
た
。

　
問
　
都
の
「
聞
こ
え
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
」
を
市

で
も
活
用
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
詳
細
が

明
ら
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
内

容
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

を
普
通
教
室
以
外
に
も
整
備
を
。

　

指
導
室
長　
25
年
１
月
か
ら
、

特
別
教
室
に
お
け
る
授
業
で
の
使

い
勝
手
を
考
え
、
複
数
端
末
を
同

時
に
接
続
で
き
る
機
器
を
導
入
で

き
る
よ
う
、
選
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

東
京
都
の
「
高
齢
者
聞
こ

え
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

事
業
」
の
活
用
を
す
べ
き
だ
が
。

　

い
き
い
き
生
活
部
長　
都
か
ら

事
業
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
っ
た

と
こ
ろ
で
、
活
用
に
つ
い
て
確
認

し
て
い
き
ま
す
。

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
特
別
の
教
育
課
程
の

編
成
は
今
後
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
女
性
職
員
の
管
理
職
昇
任

選
考
申
込
者
数
が
減
少
傾
向
だ
が
、

昇
進
意
欲
を
上
げ
る
取
組
は
。

　
総
務
部
長
　
女
性
管
理
職
を
ロ

ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
捉
え
て
、
現

在
活
躍
中
の
女
性
管
理
職
と
の
座

談
会
、
女
性
管
理
職
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
を
庁
内
報
と
し
て
掲

載
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続

き
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
。

一般質問

　各議員のタイトル下から一般質
問の録画映像にアクセスできます。
※�動画の再生には別途通信料がかか
る場合があります。

　３月１９日、２１日から２２日、２５日から
２６日の５日間にわたり、３３名の議員が市
政を取り巻く諸問題について、意見・提案
を交えながら、市長などの考えをただしま
した。質問、答弁の要旨は次のとおりです。
※�議長と副議長は、町田市議会では一般質
問を行わないことになっています。

町田市教育支援センター
（町田市教育センター内）
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忠
生
ス
ポ
公
園
／ 

Ｄ
Ｘ
／
難
聴
対
策

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

・
Ｇ
Ｘ
の
推
進
を

忠
生
ス
ポ
ー
ツ
公 

園
／
ご
み
減
量
！

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基 

本
構
想
に
つ
い
て

障
が
い
児
・
ひ
き 

こ
も
り
支
援
ほ
か

障
が
い
者
／
災
害 

時
ペ
ッ
ト
避
難
所

玉
川
学
園
の
踏
切

拡
幅
を
求
め
て

更
な
る
周
知
と 

利
便
性
を
求
め
て

音
楽
に
あ
ふ
れ
た 

街
／
相
原
駅
周
辺

小
中
学
校
プ
ー
ル 

の
削
減
は
中
止
を

鶴
川
駅
に
リ
ム
ジ 

ン
バ
ス
の
停
車
を

境
川
の
調
節
池
／ 

不
登
校
児
童
支
援

　
藤
田
学
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
忠
生
ス
ポ
ー
ツ
公
園
第
二

次
整
備
基
本
計
画
の
策
定
の
経
緯

と
基
本
計
画
に
定
め
た
公
園
の
整

備
内
容
、
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
市
長
　
最
終
処
分
場
の
利
用
を

推
進
す
る
た
め
計
画
を
策
定
い
た

し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
ほ

か
に
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
を
整
備
す
る
こ
と
に
し
、

32
年
度
に
開
園
い
た
し
ま
す
。

　
問
　
難
聴
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ

イ
ル
）
と
介
護
予
防
、
認
知
症
予

　
村
ま
つ
俊
孝
（
公
明
党
）

　
問　

デ
ー
タ
利
活
用
の
推
進
は
。

　

榎
本
副
市
長　
国
や
都
は
医
療

分
野
や
子
育
て
支
援
分
野
に
お
い

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
動
き
を
加
速

さ
せ
て
お
り
、
市
も
実
証
事
業
に

参
加
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー

の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ま

ち
だ
の
そ
の
後
の
取
組
は
ど
う
か
。

　

環
境
資
源
部
長　
３
月
か
ら
市

の
公
共
施
設
で
は
初
め
て
と
な
る

　
松
岡
み
ゆ
き
（
無
所
属
）

　
問
　
忠
生
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
駐

車
場
待
ち
対
策
に
、
周
辺
施
設
駐

車
場
を
解
り
や
す
く
案
内
す
べ
き
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
分
か
り

や
す
い
案
内
図
の
掲
示
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
周
辺
施
設
の
案
内
を
掲

載
す
る
な
ど
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
忠
生
ス
ポ
ー
ツ
公
園
第
２

次
整
備
基
本
計
画
の
駐
車
場
は
。

　
環
境
資
源
部
長
　
周
辺
施
設
を

案
内
す
る
ほ
か
整
備
を
予
定
し
て

い
ま
す
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・
イ
ベ
ン

　
佐
藤
伸
一
郎
（
自
由
民
主
党
）

　
問　

策
定
及
び
改
定
の
経
緯
は
。

　

赤
塚
副
市
長　
通
称
バ
リ
ア
フ

リ
ー
法
に
基
づ
く
市
内
全
域
の
移

動
等
円
滑
化
の
全
体
方
針
を
11
年

に
策
定
し
、
方
針
に
基
づ
き
、
13

年
度
ま
で
に
10
地
区
に
て
、
基
本

構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

障
害
者
差
別
解
消
法
や
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
社
会
実
現
推
進
法
の
施
行
、

各
地
区
の
状
況
変
化
を
踏
ま
え
、

基
本
構
想
を
改
定
し
て
き
ま
し
た
。

　
問　

23
年
度
の
取
組
状
況
は
。

　
秋
田
し
づ
か
（
諸
派
）

　
問
　
障
が
い
児
の
保
育
所
入
所

申
請
に
加
点
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　

子
ど
も
生
活
部
長  

発
達
に
課

題
が
あ
る
お
子
さ
ん
や
障
が
い
が

あ
る
お
子
さ
ん
の
配
慮
は
、
今
後
、

国
の
動
向
に
注
視
す
る
と
と
も
に
、

他
市
の
事
例
等
を
参
考
に
し
な
が

ら
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
ひ
き
こ
も
り
支
援
相
談
窓

口
の
周
知
方
法
等
に
つ
い
て
、
ひ

き
こ
も
り
支
援
の
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
の
議
題
と
し
て
は
。

　
小
野
り
ゅ
う
じ（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

障
が
い
者
の
移
動
・
外
出

支
援
に
関
す
る
個
々
の
制
度
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
デ
メ

リ
ッ
ト
を
補
完
し
合
え
る
よ
う
、

総
合
的
に
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

地
域
福
祉
部
長　
今
後
に
つ
い

て
も
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
声
、

あ
る
い
は
他
市
の
状
況
等
を
注
視

し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
よ
り
よ
い
制
度
と
な
る
よ
う
に

研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　
問　

避
難
施
設
関
係
者
連
絡
会

　
渡
辺
厳
太
郎（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問
　
３
年
後
に
工
事
完
了
を
目

指
す
踏
切
拡
幅
の
困
難
な
課
題
を

解
決
し
、
機
能
の
拡
充
だ
け
で
な

く
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
で
市
民
に
愛
さ

れ
る
踏
切
に
し
て
い
く
べ
き
だ
が
。

　
道
路
部
長
　
町
田
市
と
し
て
は
、

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う
な

よ
い
踏
切
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い

う
意
気
込
み
を
持
っ
て
小
田
急
電

鉄
と
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
水
道
の
耐
震
化
が
進
ん
で

い
る
。
能
登
半
島
の
震
災
を
教
訓

　
中
川
幸
太
郎
（
諸
派
）

　
問　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
を

設
置
し
て
い
る
公
園
の
状
況
は
。

　

都
市
整
備
担
当
部
長　
市
で
は
、

南
成
瀬
の
天
神
原
公
園
と
忠
生
ス

ポ
ー
ツ
公
園
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

24
年
度
に
小
山
田
蓮
田
緑
地
に
設

置
す
る
予
定
で
す
。

　
問　

町
田
市
内
の
公
園
で
の
ボ

ー
ル
遊
び
に
つ
い
て
。

　

都
市
整
備
担
当
部
長　
基
本
的

な
ル
ー
ル
は
、
他
の
利
用
者
に
迷

惑
を
か
け
な
い
こ
と
が
原
則
で
す
。

　
小
野
寺
ま
な
ぶ
（
公
明
党
）

　
問
　
地
域
に
根
差
し
た
コ
ン
サ

ー
ト
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
赤
塚
副
市
長
　
市
ゆ
か
り
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
市
庁
舎
で
の

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
地
産
地
Ｓ
Ｈ

Ｏ
Ｗ
と
い
う
取
組
が
あ
り
ま
す
。

取
組
結
果
を
計
画
策
定
に
反
映
す

る
こ
と
で
、
文
化
芸
術
を
通
じ
、

一
人
一
人
の
心
地
よ
さ
を
か
な
え

る
町
、
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
魅
力

的
な
町
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
問
　
相
原
駅
前
広
場
の
利
用
者

　
細
野
龍
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問　

小
中
学
校
プ
ー
ル
を
削
減

す
る
計
画
は
中
止
す
べ
き
。

　

学
校
教
育
部
長　
プ
ー
ル
の
教

育
環
境
向
上
と
し
て
、
屋
内
化
や

市
有
温
水
プ
ー
ル
等
の
活
用
に
よ

り
、
計
画
的
な
授
業
の
実
施
と
天

候
不
順
や
熱
中
症
リ
ス
ク
の
心
配

の
な
い
環
境
を
提
供
し
ま
す
。

　
問　

障
が
い
者
の
通
院
交
通
費

補
助
を
、
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
な

ど
に
も
対
象
を
拡
充
す
べ
き
。

　

地
域
福
祉
部
長　
障
が
い
の
あ

　
い
わ
せ
和
子（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問
　
Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア
Ｊ
１

昇
格
に
伴
い
ア
ク
セ
ス
向
上
の
た

め
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
を
鶴
川
駅
に
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
路
線
バ
ス

事
業
者
は
、
深
刻
化
し
て
い
る
運

転
士
不
足
の
課
題
に
加
え
、
利
用

者
数
減
少
や
、
人
件
費
や
燃
料
費

の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
経
費
も
増

加
傾
向
に
あ
る
な
ど
、
多
く
の
課

題
を
抱
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ら
を
受
け
、
現
行
路
線
の
維

持
に
苦
慮
し
て
い
る
状
態
に
あ
り
、

　
石
川
好
忠
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
金
森
及
び
木
曽
東
調
節
池

の
工
事
の
進
捗
状
況
と
上
部
利
用

に
つ
い
て
。

　
市
長
　
工
事
が
同
時
に
進
め
ら

れ
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
26
年
３
月

ま
で
に
稼
働
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
金
森
調

節
池
上
部
に
つ
い
て
、
27
年
度
か

ら
開
園
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
環
境
資
源
部
長
　
木
曽
東
調
節

池
上
部
に
つ
い
て
、
利
用
開
始
は

27
年
度
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

防
の
取
組
を
求
め
る
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
加
齢
性

難
聴
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
や
、
聴
こ
え
の
状
態
を
確
認

で
き
る
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
取
組

な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
取
組
は
、
町
田
市
医
師
会
と

協
力
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
町
田
市
デ
ジ
タ
ル
化
総
合

戦
略
で
目
指
す
ま
ち
の
姿
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
社

会
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０

％
の
電
力
を
66
の
施
設
に
順
次
導

入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
電
力
を
導

入
す
る
こ
と
で
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
は
約
６
７
５
０
ト
ン
Ｃ

Ｏ
２
削
減
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　
問　

町
田
駅
周
辺
や
モ
ノ
レ
ー

ル
沿
線
等
の
開
発
は
、
ま
ち
づ
く

り
Ｇ
Ｘ
の
取
組
が
重
要
で
は
。

　

都
市
づ
く
り
部
長　
さ
ら
に
一

歩
踏
み
込
ん
だ
ま
ち
づ
く
り
Ｇ
Ｘ

の
取
組
を
様
々
な
主
体
と
連
携
し

な
が
ら
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ト
ス
ペ
ー
ス
の
一
部
を
臨
時
駐
車

場
運
用
す
る
想
定
を
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
イ
ベ
ン
ト
ご
み
減
量
支
援

事
業
と
リ
ユ
ー
ス
食
器
・
リ
サ
イ

ク
ル
容
器
の
利
用
内
容
は
。

　
環
境
資
源
部
長
　
地
域
で
行
う

お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
、
分

別
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
貸
出
し
や
、

リ
ユ
ー
ス
食
器
・
リ
サ
イ
ク
ル
容

器
を
安
価
で
提
供
す
る
事
業
で
す
。

分
別
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
集
ま
っ
た

資
源
や
ご
み
は
、
市
が
無
料
で
回

収
し
て
い
ま
す
。

　

赤
塚
副
市
長　
相
原
駅
周
辺
地

区
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
を
改

定
し
、
ハ
ー
ド
整
備
に
加
え
、
ソ

フ
ト
面
の
対
策
も
反
映
し
ま
し
た
。

　
問　

24
年
度
以
降
、
他
地
区
も

含
め
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

　

都
市
づ
く
り
部
長　
24
年
度
は
、

成
瀬
駅
周
辺
地
区
バ
リ
ア
フ
リ
ー

基
本
構
想
の
改
定
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
24
年
度
以
降
も
、
必
要
に

応
じ
た
改
定
を
行
い
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
保
健
所
長
　
ひ
き
こ
も
り
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
通
じ
て
、
ま

た
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
野
津
田
公
園
ス
ケ
ー
ト
パ

ー
ク
に
つ
い
て
、
湿
性
植
物
園
で

は
な
く
、
別
の
場
所
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

　

都
市
整
備
担
当
部
長  

パ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
の
雨
水
調
整
池

は
利
便
性
の
高
い
場
所
に
あ
る
こ

と
、
平
ら
な
空
間
が
確
保
で
き
る

こ
と
か
ら
選
定
し
た
た
め
、
別
の

場
所
で
の
検
討
は
し
ま
せ
ん
。

で
指
定
職
員
が
、
ペ
ッ
ト
の
滞
在

ス
ペ
ー
ス
は
原
則
屋
内
と
い
う
市

の
考
え
方
を
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
に
あ
た
り
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

　

防
災
安
全
部
長　
ペ
ッ
ト
は
家

族
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
意
識
が

一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
ペ
ッ
ト
の
屋
内
避
難
に

つ
い
て
も
、
地
域
の
課
題
と
捉
え
、

避
難
施
設
の
運
営
に
関
わ
る
皆
様

が
意
見
を
出
し
合
い
、
ま
た
話
合

い
が
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
て
い

き
ま
す
。

に
消
防
団
に
水
利
情
報
を
提
供
し
、

町
五
小
の
プ
ー
ル
に
は
給
水
扉
を

設
置
し
、
防
火
水
槽
の
総
点
検
を
。

　
防
災
安
全
部
長
　
消
防
水
利
原

図
を
23
年
度
内
に
は
消
防
団
に
お

渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
町
田
第
五
小
学
校
の
件
は
、

状
況
を
確
認
し
、
対
応
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
防
火
水
槽
は
災
害

時
の
貴
重
な
消
防
水
で
あ
る
と
考

え
る
た
め
、
今
後
も
町
田
消
防
署

と
一
層
連
携
を
図
り
、
消
防
水
利

の
現
状
把
握
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

町
田
市
ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
プ
で
、
ス

ポ
ー
ツ
や
ボ
ー
ル
の
遊
び
が
で
き

る
公
園
を
紹
介
し
て
お
り
、
小
学

校
入
学
時
、
地
域
ご
と
の
マ
ッ
プ

を
全
員
配
布
し
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
問　

大
雪
時
に
お
け
る
市
民
へ

の
周
知
方
法
に
つ
い
て
。

　

防
災
安
全
部
長　
24
年
２
月
に

お
い
て
は
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
、

市
防
災
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ポ
ー
タ
ル
で
お
知

ら
せ
し
、
さ
ら
に
は
、
市
の
Ⅹ
を

利
用
し
、
注
意
喚
起
し
ま
し
た
。

よ
り
、
公
衆
ト
イ
レ
設
置
を
望
む

声
が
あ
る
が
市
の
考
え
は
。

　
道
路
部
長
　
今
後
、
ま
ち
づ
く

り
の
進
捗
を
見
据
え
、
設
置
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
都
道
第
１
５
５
号
線
整
備

に
対
す
る
今
後
の
方
向
性
は
。

　
道
路
部
長
　
里
山
環
境
整
備
の

検
討
状
況
を
見
据
え
、
上
小
山
田

町
内
会
や
田
中
谷
戸
街
づ
く
り
協

議
会
と
対
話
を
進
め
、
市
有
地
を

活
用
し
た
退
避
場
所
の
整
備
に
つ

い
て
、
都
と
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

る
方
が
受
診
す
る
頻
度
が
高
い
状

況
を
踏
ま
え
て
実
施
し
て
い
る
制

度
で
す
が
、
今
後
も
様
々
な
声
や

他
市
の
状
況
等
を
注
視
し
、
限
ら

れ
た
予
算
の
中
で
よ
り
よ
い
制
度

と
な
る
よ
う
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
の

週
１
通
園
は
待
機
児
が
多
い
が
、

新
た
に
移
転
す
る
施
設
で
全
員
通

園
で
き
る
の
か
。

　

子
ど
も
生
活
部
長　
引
き
続
き
、

ニ
ー
ズ
、
推
移
等
を
見
極
め
な
が

ら
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

路
線
の
開
設
に
つ
い
て
は
、
難
し

い
状
況
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
汚
水
管
へ
の
浸
入
水
対
策

は
。

　
下
水
道
部
長
　
市
内
を
25
地
区

に
分
け
、
浸
入
水
が
多
い
地
域
を

絞
り
込
む
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

順
次
発
生
箇
所
を
特
定
す
る
調
査

を
進
め
て
お
り
、
特
定
で
き
た
箇

所
か
ら
修
繕
や
更
新
工
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
調
査
の
手

法
を
改
善
す
る
な
ど
し
て
、
効
率

化
を
図
り
ま
す
。

　
問
　（
仮
称
）
堺
川
中
流
第
三

調
節
池
整
備
事
業
に
つ
い
て
問
う
。

　
下
水
道
部
長
　
関
係
す
る
方
々

へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
、
丁

寧
な
対
応
を
行
い
な
が
ら
事
業
を

進
め
る
よ
う
求
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
町
田
市
に
お
け
る
不
登
校

児
童
生
徒
の
支
援
に
つ
い
て
。

　
教
育
長
　
学
び
の
多
様
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
４
―
２
０
２
８

を
策
定
し
ま
し
た
。
学
び
の
機
会

が
得
ら
れ
る
よ
う
場
を
確
保
し
て

相
談
業
務
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
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本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令和６年（２０２4年）４月３０日

　
東
　
友
美（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

性
の
多
様
性
に
関
す
る
条

例
や
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制

度
が
制
定
さ
れ
て
間
も
な
く
一
年

と
な
る
が
、
現
状
と
評
価
は
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
　
２４

年
２
月
末
日
ま
で
に
９
件
の
宣
誓

が
あ
り
ま
し
た
。
当
事
者
か
ら
一

定
の
評
価
が
さ
れ
て
い
る
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
問　

重
度
身
体
障
が
い
者
訪
問

入
浴
事
業
の
利
用
可
能
な
回
数
の

上
限
を
増
や
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
社
会
環
境
の

変
化
に
合
わ
せ
て
必
要
と
さ
れ
る

事
業
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
研
究
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

食
品
ト
レ
イ
に
つ
い
て
、

全
回
収
拠
点
で
色
付
き
の
ト
レ
イ

も
回
収
を
行
う
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

環
境
資
源
部
長
　
色
付
発
泡
ト
レ

ー
も
回
収
す
る
方
向
で
検
討
し
、

２４
年
度
の
早
い
時
期
に
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ｓ
／
障 

が
い
／
ト
レ
イ

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
必
要
な

箇
所
に
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

既
存
の
緑
地
や
景
観
な
ど
に
も
配

慮
し
た
形
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

鶴
川
団
地
セ
ン
タ
ー
商
店

街
の
段
階
的
建
替
え
時
、
駐
車
場

が
一
時
減
少
す
る
が
市
の
認
識
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
商
店
街
の

事
業
継
続
の
た
め
に
駐
車
場
の
確

保
は
必
要
と
認
識
し
て
お
り
、
事

業
主
体
で
あ
る
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
に
、

代
替
え
の
駐
車
場
の
確
保
に
つ
い

て
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
町
田
市
５

ヵ
年
計
画
２２
―
２６
に
お
い
て
、
団

地
再
生
に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て

き
た
数
を
１０
か
ら
１１
の
団
地
に
増

や
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
問　

藤
の
台
団
地
等
過
去
に
取

組
を
し
、
重
点
地
区
と
な
ら
な
か

っ
た
地
域
に
つ
い
て
町
田
市
は
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
地
元
の
方

の
ご
意
見
を
伺
い
、
団
地
事
業
者

に
も
働
き
か
け
、
将
来
を
考
え
る

取
組
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

野
津
田
公
園
の
自 

然
保
護
を
求
め
て

非
重
点
地
区
の
団

地
再
生
に
つ
い
て

　
お
く
栄
一
（
公
明
党
）

　
問　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
（
仮
称
）
町

田
木
曽
山
崎
ア
リ
ー
ナ
整
備
の
要

求
水
準
書
（
案
）
の
地
域
貢
献
の

考
え
方
を
確
認
し
た
い
。

　
榎
本
副
市
長
　
応
募
事
業
者
に

対
し
て
市
内
事
業
者
の
活
用
及
び

選
定
、
雇
用
機
会
の
創
出
等
に
よ

り
地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る

よ
う
配
慮
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
問　

障
が
い
者
就
労
・
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
件
数
等
が

増
え
て
い
る
。
委
託
料
の
見
直
し

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
利
用
者
に
寄

り
添
っ
た
支
援
を
継
続
し
て
い
く

た
め
に
は
、
人
員
体
制
を
含
め
た

実
施
体
制
の
検
討
を
す
る
必
要
が

あ
り
、
委
託
料
も
含
め
て
検
討
す

べ
き
だ
と
認
識
を
し
て
い
ま
す
。

　
問　

ご
み
収
集
体
制
の
働
き
方

改
革
に
つ
い
て
の
進
捗
は
ど
う
か
。

　
榎
本
副
市
長
　
他
自
治
体
及
び

事
業
者
へ
の
調
査
を
実
施
し
、
検

討
状
況
を
町
田
市
廃
棄
物
減
量
等

推
進
審
議
会
で
報
告
し
ま
し
た
。

障
害
者
就
労
・
生 

活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）

　
問　

森
野
住
宅
周
辺
地
区
ま
ち

づ
く
り
に
お
け
る
公
社
住
民
の
居

住
権
に
つ
い
て
の
認
識
、
住
民
説

明
会
開
催
の
対
応
を
問
う
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
Ｊ
Ｋ
Ｋ

東
京
か
ら
は
、
入
居
者
の
契
約
内

容
に
応
じ
、
移
転
や
補
償
に
関
す

る
制
度
を
案
内
し
て
い
る
。
お
知

ら
せ
の
配
付
や
説
明
会
を
適
切
に

実
施
し
て
い
く
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
問　

国
際
工
芸
美
術
館
工
事
費

が
１０
億
円
増
大
。
理
解
を
得
ら
れ

な
い
計
画
を
見
直
さ
な
い
理
由
は
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
よ

り
多
く
の
方
々
に
ガ
ラ
ス
と
陶
磁

器
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ご
覧
い
た

だ
く
場
と
し
て
、
早
く
完
成
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問　

都
計
道
３
・
３
・
３６
号
開

通
で
、
市
民
病
院
東
交
差
点
信
号

機
撤
去
の
理
由
と
安
全
対
策
は
。

　
道
路
部
長
　
運
転
手
が
誤
認
し

危
険
で
あ
る
か
ら
と
伺
っ
て
お
り
、

必
要
に
応
じ
警
察
や
都
と
対
策
を

検
討
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

森
野
住
宅
の
住
民 

説
明
会
開
催
を
！

　
新
井
よ
し
な
お
（
無
所
属
）

　
問　

将
来
予
測
に
４０
億
円
か
ら

さ
ら
に
上
昇
の
可
能
性
と
記
載
が

あ
る
。
予
測
の
範
囲
を
超
え
て
も

計
画
は
変
え
ず
進
め
る
の
か
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
仮

定
の
話
に
は
お
答
え
し
か
ね
ま
す

が
、
Ｖ
Ｅ
提
案
な
ど
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
予
算
内
に
て
現
在
の
計

画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問　

市
が
唯
一
話
し
合
っ
て
い

た
芹
ヶ
谷
公
園
文
化
ゾ
ー
ン
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
要
望
書
の
内
容
は
。

　
戸
塚
正
人（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

合
計
特
殊
出
生
率
及
び
転

出
超
過
の
抑
制
に
対
す
る
対
策
は
。

　
政
策
経
営
部
長
　
子
ど
も
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
し
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
榎
本
副
市
長
　
子
ど
も
た
ち
が

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
町
を
実

現
し
て
い
く
こ
と
が
プ
ラ
ス
の
影

響
を
も
た
ら
す
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

市
内
・
周
辺
大
学
の
学
生

及
び
未
就
労
女
性
に
市
内
事
業
者

に
就
労
し
て
も
ら
う
為
の
対
策
は
。

　
矢
口
ま
ゆ
（
諸
派
）

　
問　

受
付
を
通
ら
ず
校
地
に
出

入
り
す
る
業
者
に
は
、
一
目
で
関

係
者
と
分
か
る
対
策
を
す
べ
き
。

　
学
校
教
育
部
長
　
業
者
の
車
両

に
、
事
業
者
で
あ
る
こ
と
が
明
確

に
分
か
る
よ
う
に
、
教
育
委
員
会

で
用
意
し
た
入
校
許
可
証
の
掲
示

な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

藤
沢
市
の
よ
う
な
不
審
者

対
策
の
誘
導
ラ
イ
ン
を
設
け
て
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
来
校
者
を
校

門
か
ら
玄
関
ま
で
誘
導
す
る
誘
導

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
協
議
の

場
に
参
加
し
な
い
市
民
に
も
広
く

説
明
会
、
意
見
交
換
の
場
を
設
定

し
、
そ
の
際
、
施
設
利
用
者
な
ど

の
声
を
十
二
分
に
反
映
し
、
進
め

て
く
だ
さ
い
と
い
う
趣
旨
で
し
た
。

　
問　

工
事
動
線
計
画
を
見
直
す

と
い
う
こ
と
だ
が
、
具
体
的
に
ど

う
い
う
提
案
か
。

　
営
繕
担
当
部
長
　
高
い
地
盤
に

設
置
予
定
だ
っ
た
ク
レ
ー
ン
を
低

い
地
盤
に
設
置
す
る
と
い
う
配
置

変
更
に
伴
う
提
案
で
す
。

　
政
策
経
営
部
長
　
若
い
人
た
ち

が
暮
ら
し
や
す
い
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
で
進
め
て
い
ま
す
。

　
経
済
観
光
部
長
　
町
田
市
企
業

等
立
地
奨
励
金
制
度
を
活
用
し
て
、

企
業
が
市
内
に
進
出
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
取
組
を
進
め
た
い
。

　
問　

学
校
再
編
に
つ
い
て
、
通

学
環
境
改
善
の
た
め
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
用
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
政
策
経
営
部
長
　
学
校
に
応
じ

た
テ
ー
マ
を
探
し
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ラ
イ
ン
の
設
置
が
難
し
く
、
案
内

看
板
に
よ
る
経
路
の
表
示
な
ど
か

ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
問　

個
人
購
入
の
学
校
教
材
の

う
ち
学
校
備
品
で
も
学
習
に
支
障

の
な
い
も
の
は
保
護
者
の
費
用
負

担
軽
減
や
エ
コ
の
観
点
か
ら
学
校

備
品
と
す
る
検
討
は
し
て
い
る
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
市
内
公
立
小

中
学
校
全
体
の
整
備
計
画
は
、
各

学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
や
実
情

等
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
策
定
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

国
際
工
芸
美
術
館 

計
画
は
見
直
し
を

将
来
に
向
け
た
市 

政
運
営
に
つ
い
て

学
校
不
審
者
対
策 

教
材
購
入
費
削
減

　
熊
沢
あ
や
り
（
諸
派
）

　
問　

学
校
＝
避
難
所
で
は
な
く
、

避
難
所
の
一
つ
、
防
災
拠
点
避
難

所
の
適
正
配
置
を
考
え
る
べ
き
だ

が
ど
う
か
。

　
防
災
安
全
部
長
　
学
校
が
統
合

さ
れ
て
も
、
地
域
社
会
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る

場
所
を
災
害
時
に
は
避
難
場
所
と

な
る
よ
う
検
討
し
、
避
難
施
設
の

適
正
配
置
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
問　

町
田
第
三
小
学
校
跡
地
活

用
の
検
討
は
。

　
政
策
経
営
部
長
　
市
と
し
て
の

活
用
の
検
討
に
加
え
、
地
域
と
の

意
見
交
換
や
学
校
跡
地
の
活
用
ア

イ
デ
ア
募
集
な
ど
、
検
討
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
地
域
と

の
対
話
を
重
ね
、
イ
メ
ー
ジ
を
共

有
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
問　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
関
し
て
は

長
年
議
会
か
ら
の
要
望
が
多
か
っ

た
と
思
う
が
、
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
市
の
負
担
額

が
削
減
さ
れ
る
こ
と
や
財
政
の
平

準
化
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る

町
田
を
目
指
し
て

　
お
ぜ
き
重
太
郎
（
諸
派
）

　
問　

住
民
主
体
の
支
え
合
い
に

よ
る
移
動
支
援
に
つ
い
て
市
は
ど

の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
ま
す
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
交
通
法
規

に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
等
の
技
術

的
支
援
と
、
消
耗
品
費
や
備
品
購

入
費
な
ど
に
対
し
て
補
助
を
行
う

財
政
的
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
問　

補
助
対
象
と
な
る
経
費
の

範
囲
を
拡
大
す
れ
ば
多
く
の
団
体

が
補
助
金
を
活
用
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
２４
年
度
か

ら
は
燃
料
費
も
補
助
が
で
き
る
よ

う
に
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
補
助
の
対
象
範
囲
に
つ
い

て
は
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

今
後
も
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

市
の
支
援
を
知
ら
な
い
市

民
や
団
体
に
わ
か
り
や
す
く
情
報

発
信
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
支
え
合
い

交
通
の
手
引
き
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や

配
付
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

支
え
合
い
移
動
支 

援
の
支
援
拡
充
を

用語の解説 本文中の青文字の解説です

　
田
中
美
穂
（
日
本
共
産
党
）

　
問　

野
津
田
公
園
の
湿
生
植
物

園
へ
の
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
整
備
は
、

自
然
の
保
護
や
交
通
利
便
性
を
考

慮
し
、
他
所
を
再
検
討
し
て
は
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
町
田
市

第
二
次
野
津
田
公
園
整
備
基
本
計

画
に
示
し
て
い
る
と
お
り
、
市
内

最
大
の
総
合
公
園
で
あ
る
野
津
田

公
園
が
適
地
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

上
の
原
広
場
の
バ
ス
転
回

広
場
に
つ
い
て
、
貴
重
な
草
地
を

守
る
た
め
の
配
慮
は
。

　
白
川
哲
也（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問　

現
在
ま
で
の
団
地
再
生
の

取
組
状
況
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
町
田
市
団

地
再
生
基
本
方
針
で
は
、
多
摩
都

市
モ
ノ
レ
ー
ル
町
田
方
面
延
伸
に

伴
う
町
田
駅
及
び
新
駅
周
辺
の
団

地
や
地
区
再
生
方
針
が
定
め
ら
れ

て
い
る
団
地
な
ど
を
重
点
的
に
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
問　

重
点
地
区
と
な
ら
な
か
っ

た
団
地
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

取
組
の
予
定
が
あ
る
の
か
。

市
制
百
周
年
に
向 

け
計
画
的
取
組
を

　
今
村
る
か（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

市
制
百
周
年
ま
で
の
約
３０

年
間
で
新
町
田
市
史
・
新
教
育
史

を
編
纂
す
べ
き
だ
が
、
そ
の
意
義

に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
市
史
編
さ
ん

は
、
歴
史
資
料
の
新
た
な
発
見
に

つ
な
が
り
、
整
理
、
保
管
、
活
用

に
よ
っ
て
、
郷
土
の
研
究
や
学
術

文
化
の
振
興
に
供
す
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
様

が
郷
土
、
市
へ
の
愛
着
を
育
む
効

果
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
学
校
教
育
部
長
　
当
時
の
振
り

返
り
や
、
内
容
が
後
世
に
引
き
継

が
れ
る
点
で
非
常
に
意
義
深
い
も

の
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
問　

町
田
市
地
域
ホ
ッ
と
プ
ラ

ン
に
は
犯
罪
被
害
者
等
支
援
の
記

述
が
な
い
。
施
策
や
計
画
は
重
要
。

市
の
所
見
を
伺
う
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
都
と
連
携
を

し
な
が
ら
必
要
な
体
制
が
取
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
他
市

動
向
な
ど
も
注
視
し
、
計
画
の
必

要
性
も
研
究
は
続
け
て
い
き
た
い
。

◎ ＳＰＣ� 【２面】
　SPC は Special Purpose Company の略。ある
特別の事業を行うために設立された事業会社のこと。
PFI では、公募提案する共同企業体が、新会社を設
立して、建設・運営・管理にあたることが多い。

◎フェーズフリー� 【２面】
　平常時（日常時）や災害時（非常時）などのフェ
ーズ（社会の状態）に関わらず、適切な生活の質を
確保しようとする概念のこと。

◎インクルーシブ遊具� 【３面】
　体に障がいがある子も、ない子も一緒になって遊
ぶことができる遊具のこと。

◎ＧＸ� 【３面】
　GX はグリーントランスフォーメーションの略。
化石燃料をできるだけ使わず、クリーンなエネルギ
ーを活用していくための変革やその実現に向けた活
動のこと。
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本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令和６年（２０２4年）４月３０日

　
問　

二
十
代
の
若
者
の
転
出
超

過
が
続
い
て
い
る
が
、
若
者
の
施

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
市
長
　
こ
れ
か
ら
の
町
田
を
担

っ
て
い
く
若
い
世
代
に
選
ば
れ
る

こ
と
は
大
変
重
要
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
総
合
的
な
視
点
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
が
肝
要
と
考

え
て
お
り
、
引
き
続
き
、
町
の
魅

力
を
一
層
高
め
て
い
く
考
え
で
す
。

　
問　

全
児
童
生
徒
の
給
食
費
無

償
化
を
、
都
内
の
２３
区
と
８
市
が

導
入
す
る
が
、
町
田
市
の
今
後
の

展
開
は
。

　
市
長
　
市
内
の
公
立
小
中
学
校

に
通
う
第
２
子
以
降
の
給
食
費
を

２４
年
度
に
お
い
て
無
償
化
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
本
来
、
無
償
化

は
国
の
責
任
に
お
い
て
実
施
す
べ

き
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

国
や
都
に
制
度
設
計
や
財
源
措
置

　
問　

物
価
や
人
件
費
高
騰
の
環

境
下
だ
が
、
福
祉
や
教
育
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
は
欠
か
せ
な
い
が
、

ど
ん
な
考
え
で
予
算
編
成
し
た
か
。

　
市
長
　
障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス
、

介
護
な
ど
の
社
会
保
障
費
の
増
加

に
も
適
切
に
事
業
費
を
確
保
し
、

児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
の
拡

充
、
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
を
踏

ま
え
ま
し
た
。
民
生
費
で
２３
年
度

予
算
比
３８
億
円
増
、
教
育
費
で
３５

億
円
増
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
問　

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設

置
に
よ
り
、
児
童
相
談
所
と
の
連

携
も
含
め
、
ど
の
よ
う
に
子
育
て

世
帯
を
支
え
、
地
域
に
根
差
し
た

支
援
を
充
実
さ
せ
て
い
く
考
え
か
。

　
市
長
　
保
健
所
保
健
予
防
課
が

担
う
母
子
保
健
部
門
と
、
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
が
担
う
児
童

福
祉
部
門
が
連
携
を
し
て
一
体
的

　
問　

価
格
高
騰
、
人
件
費
の
上

昇
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、
学
校
再

編
や
町
田
駅
周
辺
の
再
整
備
な
ど
、

多
額
の
財
政
投
資
が
見
込
ま
れ
る
。

将
来
的
な
財
政
的
戦
略
は
。

　
市
長
　
人
口
流
入
や
資
産
価
値

の
増
加
に
よ
る
市
税
収
入
の
増
加

だ
け
で
な
く
、
市
内
経
済
を
活
性

化
さ
せ
、
好
循
環
を
生
み
出
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

学
校
再
編
に
あ
た
り
、
学

校
跡
地
等
を
含
め
、
地
域
の
防
災

拠
点
と
し
て
避
難
施
設
機
能
を
確

保
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
市
長
　
統
合
新
設
校
や
周
辺
施

設
な
ど
も
含
め
、
そ
の
地
域
に
最

適
な
配
置
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

中
心
市
街
地
の
再
整
備
に

つ
い
て
、
町
田
市
の
方
針
が
商
店

街
や
市
内
事
業
者
等
に
浸
透
し
て

い
な
い
。
今
後
意
見
を
ま
と
め
る

　
問　

令
和
６
年
度
の
予
算
編
成

の
考
え
方
は
。

　
市
長
　
選
ば
れ
る
町
で
あ
り
続

け
る
た
め
に
は
、
経
済
状
況
の
変

化
を
確
実
に
捉
え
、
町
田
市
５
ヵ

年
計
画
２２
︱
２６
に
掲
げ
た
目
標
達

成
に
向
け
た
取
組
を
着
実
に
推
進

す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
予
算

編
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
問　

子
ど
も
の
居
場
所
を
つ
く

り
続
け
て
い
る
こ
と
へ
の
考
え
は
。

　
市
長
　
全
て
の
子
ど
も
た
ち
に

選
択
肢
を
提
供
で
き
る
か
否
か
、

そ
こ
が
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
か
と
い

う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
で
き
る
限

り
子
ど
も
た
ち
が
自
由
で
自
ら
が

選
択
で
き
る
居
場
所
を
実
現
す
る

こ
と
が
最
大
の
子
ど
も
の
居
場
所

の
意
義
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
問　

町
田
市
の
中
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
は
、
ど
の
よ
う
な
セ
ン
タ

　
問　

今
後
、
町
田
駅
周
辺
の
再

整
備
、
再
開
発
が
控
え
て
い
ま
す
。

次
世
代
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
市
長
の
思
い
は
。

　
市
長
　
町
田
市
に
住
ん
で
い
る

方
々
も
、
訪
れ
る
方
々
も
楽
し
ん

で
元
気
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
町
、
に
ぎ
わ
い
や
交
流
が
将
来

に
わ
た
っ
て
続
く
よ
う
な
町
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が

ご
ざ
い
ま
す
。

　
問　
「
ま
ち
だ
の
新
た
な
学
校

づ
く
り
」
を
進
め
た
先
に
、
子
ど

も
た
ち
の
環
境
は
、
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
て
い
く
の
か
。

　
市
長
　
地
域
と
学
校
が
一
体
と

な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
育
て
、
子

ど
も
た
ち
は
自
ら
学
び
、
成
長
で

き
る
空
間
に
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問　

芹
ヶ
谷
公
園
パ
ー
ク
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め

　
問　

物
価
高
騰
で
市
民
生
活
が

大
変
な
中
、
市
民
生
活
の
質
の
向

上
の
た
め
の
予
算
編
成
の
考
え
方

を
問
う
。

　
市
長
　
障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
の
増
加
や
、
児
童
手
当
、

児
童
扶
養
手
当
の
拡
充
、
保
育
士

等
の
処
遇
改
善
を
踏
ま
え
た
保
育

所
等
へ
の
給
付
費
の
増
加
な
ど
を

反
映
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
に
も
配

慮
し
た
予
算
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
問　

い
ま
だ
に
市
民
合
意
が
図

ら
れ
て
い
な
い
（
仮
称
）
国
際
工

芸
美
術
館
整
備
は
見
直
す
べ
き
だ

が
ど
う
か
。

　
市
長
　
地
域
の
方
々
か
ら
は
、

（
仮
称
）
国
際
工
芸
美
術
館
の
完

成
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
と
の
声

も
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
ま
で
以
上
に
、
よ
り
多
く

に
つ
い
て
要
望
し
、
他
自
治
体
の

動
向
を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

災
害
時
の
初
動
体
制
な
ど

地
域
の
役
割
の
考
え
は
。

　
市
長
　
発
災
時
の
初
動
に
お
け

る
地
域
の
共
助
は
、
安
否
確
認
、

避
難
誘
導
、
避
難
施
設
の
運
営
等

で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

伐
採
し
た
木
の
活
用
事
業

で
、
民
間
提
案
制
度
の
目
的
と
、

官
民
連
携
の
効
果
と
活
用
方
法
は
。

　
道
路
部
長
　
民
間
事
業
者
の
創

意
工
夫
を
生
か
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
提
案
を
募
集
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
方
向
性
と
し
て
は
、

公
共
空
間
な
ど
の
装
飾
材
や
、
家

具
な
ど
の
素
材
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
行
政
だ

け
で
得
ら
れ
な
か
っ
た
点
と
し
て
、

事
業
者
が
持
つ
デ
ザ
イ
ン
や
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
力
を
生
か
し
、
発
生

材
を
資
源
と
し
て
最
大
限
活
用
し

て
い
く
こ
と
も
見
込
ん
で
い
ま
す
。

に
対
応
し
て
い
く
機
能
と
し
て
新

た
に
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
構

築
し
、
虐
待
の
未
然
防
止
と
な
る

予
防
的
支
援
に
つ
い
て
強
化
し
て

い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
気
軽
に
行

け
る
地
域
子
育
て
相
談
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
新
た
に
地
域
の
サ
テ
ラ
イ

ト
と
位
置
づ
け
、
ち
ょ
っ
と
し
た

育
児
相
談
な
ど
を
地
域
で
解
決
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　
問　

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
拡
充
に
あ
た
り
、
地
域
で

活
動
す
る
団
体
と
の
連
携
を
強
化

し
な
が
ら
支
援
の
裾
野
を
拡
げ
て

い
く
必
要
が
あ
る
が
。

　
市
長
　
先
行
事
例
を
参
考
に
、

地
域
で
活
動
す
る
福
祉
や
生
活
に

関
わ
る
活
動
団
体
を
小
ま
め
に
訪

問
し
、
情
報
収
集
や
意
見
交
換
を

行
う
な
ど
、
日
頃
か
ら
信
頼
関
係

を
構
築
す
る
こ
と
で
、
支
援
が
必

要
な
住
民
の
声
を
拾
い
上
げ
、
一

人
で
も
多
く
の
方
を
必
要
な
支
援

に
結
び
つ
け
て
い
き
ま
す
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
協
議
の

場
）
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
情
報
共

有
や
意
見
交
換
を
行
え
る
場
を
立

ち
上
げ
て
い
き
た
い
。

　
問　

児
童
相
談
所
に
つ
い
て
、

子
ど
も
達
や
そ
の
家
庭
が
抱
え
る

問
題
に
対
し
て
迅
速
か
つ
的
確
な

支
援
を
す
る
た
め
、
町
田
市
独
自

の
工
夫
を
す
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
市
長
　
第
１
に
、
児
童
相
談
所

と
の
連
携
は
、
子
ど
も
家
庭
支
援

課
が
窓
口
と
な
り
、
連
携
を
深
め

る
こ
と
で
こ
れ
ま
で
以
上
に
速
や

か
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
２
点
目
、
子
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
は
、
全
て
の
妊
産
婦
、
子

育
て
世
帯
、
子
ど
も
へ
の
包
括
的

な
相
談
支
援
体
制
を
整
備
し
て
ま

い
り
ま
す
。
３
つ
目
に
、
地
域
子

育
て
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
地
域

の
サ
テ
ラ
イ
ト
と
し
て
位
置
づ
け
、

育
児
相
談
な
ど
を
地
域
で
解
決
で

き
る
体
制
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

ー
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

　
市
長
　
１
つ
目
は
、
「
魅
力
的

で
美
味
し
い
給
食
を
中
学
生
た
ち

に
届
け
る
」
セ
ン
タ
ー
で
す
。
２

つ
目
は
、
「
地
域
と
つ
な
が
り
あ

い
新
し
い
価
値
を
生
み
出
し
つ
づ

け
る
」
セ
ン
タ
ー
で
す
。
中
学
生

た
ち
へ
の
お
い
し
い
給
食
の
提
供

は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
幅
広
い
世

代
の
皆
様
に
も
、
食
を
通
じ
た
健

や
か
な
暮
ら
し
に
貢
献
で
き
る
セ

ン
タ
ー
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問　

再
整
備
・
再
開
発
に
あ
た

っ
て
中
心
市
街
地
の
将
来
の
姿
を

ど
の
よ
う
に
思
い
描
い
て
い
る
か
。

　
市
長
　
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
を
加
え
る
こ
と
で
、
多
く
の
人

々
に
町
田
に
行
っ
て
み
よ
う
、
町

田
で
集
ま
ろ
う
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
町
と
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
若
者

を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
人
た
ち

で
さ
ら
に
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
よ
う

な
将
来
の
姿
を
描
い
て
お
り
ま
す
。

て
い
く
意
義
と
市
長
の
考
え
は
。

　
市
長
　
町
田
の
誇
る
べ
き
自
然
、

文
化
芸
術
と
い
う
す
ば
ら
し
い
資

源
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

っ
て
改
め
て
引
き
出
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
町
田
駅
周
辺
の
価
値
と

魅
力
を
さ
ら
に
引
き
上
げ
て
い
く

考
え
で
お
り
ま
す
。

　
問　

能
登
半
島
地
震
を
受
け
、

更
な
る
防
災
対
策
の
取
り
組
み
は
。

　
市
長
　
在
宅
避
難
へ
の
備
え
や

避
難
状
況
の
把
握
な
ど
、
防
災
対

策
を
総
合
的
に
進
め
、
市
民
の
皆

様
の
安
全
と
安
心
を
守
っ
て
い
け

る
よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希

薄
化
へ
の
対
策
を
今
後
ど
の
よ
う

に
検
討
し
て
い
く
の
か
。

　
市
長
　
２４
年
度
か
ら
具
体
的
な

課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
大
学
と
共

同
で
研
究
い
た
し
ま
す
。
研
究
成

果
を
踏
ま
え
、
持
続
可
能
な
地
域

社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

の
方
々
に
ガ
ラ
ス
と
陶
磁
器
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
ご
覧
い
た
だ
く
場

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
報
告
し
て
き

た
と
お
り
の
内
容
で
整
備
を
進
め
、

早
く
完
成
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
問　

避
難
施
設
と
し
て
指
定
さ

れ
て
い
る
小
中
学
校
を
２３
校
も
廃

止
す
る
計
画
に
つ
い
て
、
避
難
施

設
対
策
に
影
響
は
な
い
の
か
。

　
市
長
　
学
校
が
担
っ
て
い
る
防

災
機
能
に
つ
い
て
は
、
学
校
跡
地

を
は
じ
め
、
統
合
新
設
校
や
周
辺

施
設
等
も
含
め
、
そ
の
地
域
に
と

っ
て
最
適
な
配
置
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
が
統
合

さ
れ
た
と
し
て
も
、
発
災
時
に
地

域
住
民
が
集
ま
れ
る
精
神
的
な
よ

り
ど
こ
ろ
と
な
る
場
所
が
必
要
で

ご
ざ
い
ま
す
。
地
域
社
会
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な

る
場
所
を
、
災
害
時
に
は
避
難
場

所
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。
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果等の最新情報、議員の紹介、過去の市議会だよりなどを掲載しています。また、本
会議、常任委員会や特別委員会のライブ中継、録画配信もインターネットで行って
います。スマートフォンやタブレット端末でもご覧いただけます。

〈録画中継ページ〉

議場システムが新しくなりました！！

字幕表示モニター〈議場傍聴席設置〉 本会議ライブ中継



（6）令和６年（２０２４年）４月３０日 No.232町田市議会だより

　町田市議会には、４つの常任委員会が設置されており、本会議で付託された議案・請願、所管事務調査に
よる行政報告等、各所管事項について詳細にわたり審査を行っています。その中から、各委員会の主な審査
状況をお知らせします。

委員会の審査から

３
月
１２
日
・
１３
日
に
議
案
７

件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

総
　
務

令
和
６
年
度
（
２
０
２
４
年

度
）
町
田
市
一
般
会
計
予
算

～
メ
デ
ィ
ア
プ
ロ
モ
ー
ト
等

に
つ
い
て
～

　
委
員　
メ
デ
ィ
ア
プ
ロ
モ
ー
ト

と
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
ん
な
こ

と
を
す
る
た
め
に
実
施
す
る
の
か
。

事
業
費
で
意
識
調
査
と
あ
る
が
、

ど
ん
な
内
容
な
の
か
。

　
広
報
課
担
当
課
長　
メ
デ
ィ
ア

プ
ロ
モ
ー
ト
は
、
メ
デ
ィ
ア
露
出

獲
得
の
た
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

手
法
の
一
つ
で
す
。
町
田
の
イ
メ

ー
ジ
向
上
、
認
知
獲
得
、
来
訪
意

欲
を
喚
起
す
る
た
め
に
、
Ｐ
Ｒ
会

社
を
通
じ
て
テ
レ
ビ
や
プ
リ
ン
ト
、

ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
取
材
に

つ
な
が
る
よ
う
に
、
市
が
実
施
す

る
主
要
な
施
策
、
魅
力
的
な
町
の

情
報
を
売
り
込
み
、
番
組
化
、
記

事
化
と
い
う
形
で
よ
り
多
く
の
メ

デ
ィ
ア
で
露
出
が
獲
得
で
き
る
よ

う
に
、
そ
の
と
き
の
ト
レ
ン
ド
、

時
期
、
季
節
に
合
わ
せ
て
、
戦
略

的
に
首
都
圏
を
中
心
と
し
た
各
メ

デ
ィ
ア
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
訪
問
を

実
施
し
、
直
接
的
な
働
き
か
け
を

行
う
も
の
で
す
。
意
識
調
査
に
つ

い
て
は
、
市
民
の
定
住
意
欲
の
向

上
で
す
と
か
、
市
外
居
住
者
へ
の

町
田
市
へ
の
関
心
、
そ
れ
か
ら
共

感
、
来
訪
・
移
住
促
進
に
向
け
て

実
施
し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
取
組
の
効
果
を
把
握
す
る
た

め
の
数
値
収
集
を
主
な
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
委
員　
取
組
の
効
果
だ
が
、
そ

の
結
果
の
報
告
等
は
す
る
の
か
。

　
広
報
課
担
当
課
長　
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
報
告
書
を
公
開
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

議
、
証
人
喚
問
の
実
施
が
不
可
欠

で
あ
る
。
よ
っ
て
町
田
市
議
会
は
、

自
民
党
派
閥
に
よ
る
政
治
資
金
パ

ー
テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
裏
金
問
題
の

真
相
解
明
を
強
く
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

再
審
法
の
改
正
の
促
進
を
国

に
求
め
る
意
見
書

　

無
実
の
罪
を
着
せ
ら
れ
て
死
刑

囚
と
な
っ
た
袴
田
巌
さ
ん
の
再
審

裁
判
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
報
道
さ

れ
注
目
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
再
審
手
続
き
が
極
め
て
長
期
化

し
て
い
る
の
は
、
再
審
決
定
に
対

し
検
察
官
が
不
服
申
し
立
て
が
で

き
る
か
ら
で
あ
る
。
再
審
開
始
決

定
に
対
す
る
検
察
官
の
不
服
申
し

立
て
を
禁
止
し
、
直
ち
に
や
り
直

し
の
裁
判
を
行
い
、
裁
判
で
検
察

官
が
有
罪
の
主
張
・
立
証
を
行
う

よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

現
行
の
再
審
法
は
あ
ま
り
に
古

い
ま
ま
で
、
再
審
申
し
立
て
に
関

与
し
た
裁
判
官
も
法
改
正
し
て
手

続
き
を
整
備
す
べ
き
だ
と
の
意
見

を
述
べ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
町
田
市
議
会
は
再
審
法

の
改
正
の
促
進
を
国
に
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
件
宛
て

「
町
田
市
新
た
な
学
校
づ
く

り
基
本
計
画
」
に
お
け
る
通

学
環
境
改
善
の
た
め
の
ス
ク

ー
ル
バ
ス
導
入
を
求
め
る
決

議

　

小
中
学
校
の
再
編
に
お
い
て
、

「
町
田
市
新
た
な
学
校
づ
く
り
基

本
計
画
」
を
策
定
し
進
め
て
い
る
。

学
校
施
設
を
再
編
す
る
こ
と
は
、

少
子
化
や
財
政
的
な
面
で
理
解
は

す
る
も
の
の
、
児
童
・
生
徒
・
保

護
者
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
で
あ

り
、
市
民
に
寄
り
添
い
慎
重
に
進

め
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。
市
が
行

っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
「
通

学
環
境
へ
の
不
安
」
が
大
多
数
を

占
め
て
い
る
。
町
田
市
議
会
は
学

校
再
編
計
画
に
お
い
て
、
児
童
・

位
置
づ
け
、
若
者
の
居
場
所
づ
く

り
等
の
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
件
宛
て

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
全

額
補
助
を
求
め
る
意
見
書

　

東
京
都
の
学
校
給
食
費
の
負
担

軽
減
事
業
を
受
け
て
、
本
市
で
も

第
２
子
以
降
の
無
償
化
、
物
価
高

騰
分
の
保
護
者
負
担
軽
減
が
実
施

さ
れ
る
。
し
か
し
都
内
で
は
、
23

区
で
の
完
全
無
償
化
が
進
む
中
、

多
摩
26
市
で
は
財
政
面
か
ら
無
償

化
を
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
い
自
治

体
が
残
さ
れ
て
い
る
。
東
京
都
市

長
会
も
、
自
治
体
の
格
差
が
生
じ

な
い
よ
う
、
東
京
都
に
財
政
支
援

策
を
重
ね
て
要
望
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
東
京
都
に
、
国
に
対

し
て
学
校
給
食
費
の
全
面
補
助
を

市
の
財
源
負
担
な
く
実
施
す
る
よ

う
働
き
か
け
る
こ
と
、
国
が
全
額

公
費
負
担
を
実
施
す
る
ま
で
の
間
、

多
摩
26
市
全
て
が
学
校
給
食
費
の

無
償
化
に
取
り
組
め
る
制
度
設
計

を
行
う
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

東
京
都
知
事
ほ
か
１
件
宛
て

自
民
党
派
閥
に
よ
る
政
治
資

金
パ
ー
テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
裏

金
問
題
の
真
相
解
明
を
求
め

る
意
見
書

　

先
般
の
衆
議
院
政
治
倫
理
審
査

会
で
、
岸
田
首
相
と
自
民
党
議
員

は
、
自
ら
の
関
与
を
否
定
す
る
な

ど
真
相
解
明
に
背
を
向
け
た
。
参

議
院
予
算
委
員
会
の
質
疑
で
は
、

政
治
資
金
規
正
法
違
反
や
所
得
税

法
違
反
、
公
職
選
挙
法
違
反
な
ど

の
疑
惑
等
が
問
わ
れ
た
が
、
岸
田

首
相
は
組
織
的
違
法
行
為
で
あ
る

と
の
認
識
を
示
さ
ず
、
真
相
は
な

お
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
引
き
続

き
公
開
で
の
政
治
倫
理
審
査
会
の

開
催
や
予
算
委
員
会
で
の
徹
底
審

地
方
創
生
に
貢
献
す
る
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
循

環
経
済
）
の
一
層
の
推
進
を

求
め
る
意
見
書

　

地
域
課
題
解
決
と
共
に
、
地
域

に
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
価
値
を
生

み
出
す
こ
と
に
よ
る
地
方
創
生
の

実
現
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
た
め

に
特
段
の
取
組
を
求
め
る
。

　

①
再
生
可
能
資
源
の
活
用
な
ど
、

地
方
自
治
体
と
民
間
企
業
の
連
携

に
よ
る
資
源
循
環
ビ
ジ
ネ
ス
の
創

出
へ
の
支
援
の
強
化
。
②
地
域
に

適
し
た
ご
み
処
理
方
式
や
分
別
区

分
の
選
定
等
に
よ
る
、
脱
炭
素
か

つ
持
続
可
能
な
適
正
処
理
に
資
す

る
資
源
循
環
の
体
制
強
化
に
対
す

る
支
援
の
拡
充
。
③
携
帯
ア
プ
リ

等
を
活
用
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

の
創
出
等
、
自
治
体
と
民
間
団
体

の
連
携
に
よ
る
リ
ユ
ー
ス
製
品
の

循
環
環
境
の
整
備
の
支
援
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

若
者
の
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ

（
薬
物
の
過
剰
摂
取
）防
止
対

策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

薬
物
依
存
か
ら
若
者
を
守
る
た

め
、
以
下
の
取
組
を
求
め
る
。
①

濫
用
等
の
恐
れ
が
あ
る
市
販
薬
を

販
売
す
る
際
、
副
作
用
な
ど
の
説

明
を
必
須
と
す
る
こ
と
。
②
若
者

へ
の
薬
剤
の
販
売
に
お
い
て
、
含

有
成
分
に
応
じ
て
販
売
す
る
容
量

を
適
切
に
制
限
す
る
と
同
時
に
、

対
面
か
オ
ン
ラ
イ
ン
通
話
で
の
販

売
を
義
務
づ
け
、
必
要
に
応
じ
て

適
切
な
相
談
窓
口
等
を
紹
介
で
き

る
体
制
を
整
え
る
こ
と
。
③
濫
用

の
恐
れ
が
あ
る
薬
の
指
定
を
的
確

に
進
め
る
と
同
時
に
販
売
記
録
等

が
確
認
で
き
る
環
境
の
整
備
を
検

討
す
る
こ
と
。
④
オ
ー
バ
ー
ド
ー

ズ
を
孤
独
・
孤
立
の
問
題
と
し
て

生
徒
・
保
護
者
か
ら
不
安
視
さ
れ

て
い
る
通
学
環
境
の
改
善
の
た
め
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
導
入
す
る
こ
と

を
求
め
る
。
以
上
、
決
議
す
る
。

町
田
市
長
宛
て

議
員
提
出
議
案

意
見
書
・
決
議

意
見
書
・
決
議��

（
要
旨
）

（
要
旨
）

本
定
例
会
で
は
意
見
書
５
件
、
決

議
１
件
を
可
決
し
、
議
長
名
で
関

係
行
政
庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。
要

旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

３
月
１２
日
・
１３
日
に
議
案
１３

件
、
請
願
２
件
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

健
康
福
祉

町
田
市
障
が
い
者
差
別
を
な

く
し
誰
も
が
と
も
に
生
き
る

社
会
づ
く
り
条
例

　
委
員　
第
９
条
に
当
た
る
部
分

で
、
事
業
者
に
対
し
て
は
義
務
に

な
っ
て
い
る
。
事
業
者
に
対
し
て

の
考
え
方
、
周
知
等
も
含
め
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
障
が
い
福
祉
課
長　
条
例
、
ま

た
、
条
例
の
理
念
の
周
知
、
障
が

い
の
あ
る
人
の
こ
と
や
、
合
理
的

配
慮
に
つ
い
て
は
幅
広
く
周
知
を

行
っ
て
い
き
た
い
。
今
回
、
条
例

検
討
部
会
を
設
置
し
、
事
業
者
の

代
表
、
障
が
い
者
の
代
表
も
含
め

て
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
業
態
の
方
に
対
し
て

の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
あ
り
ま
す
し
、

こ
ち
ら
か
ら
出
前
式
で
い
っ
て
周

知
な
ど
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
委
員　
合
理
的
配
慮
の
義
務
と

い
う
の
は
ど
こ
ま
で
や
ら
な
き
ゃ

い
け
な
い
の
と
か
、
ど
う
い
う
配

慮
が
必
要
な
の
か
と
い
う
具
体
的

な
事
例
も
含
め
て
、
あ
る
程
度
、

市
で
説
明
す
る
よ
う
な
形
に
し
て

お
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
が
、

そ
の
辺
の
職
員
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
的

な
部
分
も
含
め
て
伺
い
た
い
。

　
障
が
い
福
祉
課
長　
条
例
の
検

討
に
際
し
て
は
事
業
者
の
方
、
町

田
商
工
会
議
所
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
際
に
事
業
者
か
ら
は
、

合
理
的
配
慮
の
事
例
集
な
ど
が
あ

っ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
意
見
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
国
や
都
で
つ

く
っ
て
い
る
も
の
も
よ
く
見
直
し
、

実
際
に
使
え
る
よ
う
な
形
で
市
で

も
検
討
し
て
作
成
し
て
い
き
た
い
。

３
月
１４
日
・
１５
日
に
議
案
６

件
、
請
願
５
件
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

文
教
社
会

令
和
６
年
度
（
２
０
２
４
年

度
）
町
田
市
一
般
会
計
予
算

～
（
仮
称
）
町
田
木
曽
山
崎

パ
ラ
ア
リ
ー
ナ
整
備
・
運
営

事
業
～

　

委
員　
（
仮
称
）
町
田
木
曽
山

崎
パ
ラ
ア
リ
ー
ナ
の
役
割
や
導
入

が
想
定
さ
れ
て
い
る
機
能
な
ど
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長　
期
待
さ

れ
る
役
割
は
、
３
点
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
１
点
目
が
、
地
域
の

健
康
づ
く
り
の
場
、
２
点
目
が
パ

ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
啓
発
の
場
、

そ
し
て
、
３
点
目
が
地
域
の
多
世

代
交
流
の
場
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
役
割
を
果
た
す

た
め
の
機
能
と
し
て
、
現
時
点
で

は
、
例
え
ば
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ

ー
と
か
、
フ
ッ
ト
サ
ル
の
利
用
も

可
能
な
面
積
、
大
体
約
１
６
０
０

平
米
ぐ
ら
い
を
確
保
し
た
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
で
し
た
ら
、
卓
球
と
か
、

ボ
ッ
チ
ャ
と
か
、
い
ろ
ん
な
ス
ポ

ー
ツ
に
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
と
、
車
椅
子
の
方
で

も
利
用
が
で
き
る
機
器
を
設
置
し

た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
主
に

視
覚
障
が
い
者
の
方
が
よ
く
や
っ

て
い
る
、
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ

ニ
ス
と
い
っ
て
、
ボ
ー
ル
の
音
が

鳴
る
よ
う
な
テ
ニ
ス
で
す
。
そ
ん

な
利
用
も
想
定
し
た
防
音
を
仕
様

と
し
て
い
る
多
目
的
室
。
あ
と
駐

車
場
で
す
が
、
障
が
い
者
用
の
区

画
と
い
う
こ
と
で
、
広
め
の
区
画

を
複
数
設
置
し
、
一
部
に
は
屋
根

な
ん
か
も
つ
け
て
、
誰
も
が
利
用

し
や
す
い
、
そ
ん
な
機
能
を
導
入

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

３
月
１４
日
・
１５
日
に
議
案
１６

件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

建
　
設

町
田
市
立
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

～
町
田
え
び
ね
苑
を
市
立
公

園
に
位
置
付
け
、
市
立
公
園

の
開
園
期
間
等
を
定
め
る
～

　
委
員　
一
般
的
に
公
園
の
利
用

と
い
う
と
、
夕
方
ぐ
ら
い
ま
で
を

想
像
す
る
が
、
忠
生
ス
ポ
ー
ツ
公

園
と
香
山
緑
地
の
２
か
所
だ
け
比

較
的
遅
い
時
間
ま
で
開
園
す
る
よ

う
だ
が
、
何
か
目
的
が
あ
る
の
か
。

　
公
園
管
理
担
当
課
長　
香
山
緑

地
は
飲
食
を
入
れ
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
の
で
、
午
後
10
時
ま
で
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
忠

生
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
、
地
域
の
要

望
等
も
あ
り
、
９
時
ま
で
と
い
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
委
員　
理
由
は
理
解
し
た
が
、

一
方
で
、
夜
間
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

防
犯
や
ご
み
に
つ
い
て
の
不
安
が

あ
る
が
、
そ
の
あ
た
り
は
ど
う
か
。

　
公
園
管
理
担
当
課
長　
忠
生
ス

ポ
ー
ツ
公
園
は
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
し
て
い
ま
す
し
、
香
山
緑
地
に

つ
い
て
も
、
整
備
の
中
で
設
置
す

る
計
画
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
委
員　
町
田
え
び
ね
苑
が
今
は

公
の
施
設
だ
が
、
市
立
公
園
に
変

更
す
る
も
と
も
と
の
理
由
を
教
え

て
ほ
し
い
。

　
公
園
管
理
担
当
課
長　
現
在
、

エ
ビ
ネ
や
ア
ジ
サ
イ
が
咲
い
て
い

る
期
間
の
み
開
け
ま
す
よ
と
い
う

こ
と
を
町
田
え
び
ね
苑
条
例
で
定

め
て
お
り
、
そ
の
間
以
外
の
と
き

に
条
例
が
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
、

今
回
、
町
田
市
立
公
園
条
例
に
定

め
、
年
中
使
え
る
よ
う
な
形
を
取

る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。



（7） 町田市議会だより 令和６年（２０2４年）４月３０日No.232

議案
番号 議　　案　　名 議決

月日

★　市　長　提　出　議　案
第1号 令和５年度（２０２３年度）町田市一般会計補正予算（第１０号） 2月22日
第2号 令和５年度（２０２３年度）町田市国民健康保険事業会計補正予算（第３号） 2月22日
第3号 令和５年度（２０２３年度）町田市介護保険事業会計補正予算（第３号） 2月22日
第4号 令和５年度（２０２３年度）町田市後期高齢者医療事業会計補正予算（第３号） 2月22日
第5号 令和５年度（２０２３年度）町田市鶴川駅南土地区画整理事業会計補正予算（第２号） 2月22日
第6号 令和５年度（２０２３年度）町田市下水道事業会計補正予算（第２号） 2月22日
第7号 令和５年度（２０２３年度）町田市病院事業会計補正予算（第１号） 2月22日
第12号 令和６年度（２０２４年度）町田市鶴川駅南土地区画整理事業会計予算 3月27日
第14号 令和６年度（２０２４年度）町田市病院事業会計予算 3月27日
第15号 町田市非常勤職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例及び町田市職員

の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 3月27日
第16号 町田市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部を改正する条例 3月27日
第19号 町田市障がい者差別をなくし誰もがともに生きる社会づくり条例 3月27日
第22号 町田市介護保険給付費準備基金条例の一部を改正する条例 3月27日
第23号 町田市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基準等に関する条例の一部

を改正する条例 3月27日

第24号 町田市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営の基準等に関する条例の一部
を改正する条例 3月27日

第25号 町田市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準等に関する
条例の一部を改正する条例 3月27日

第26号 町田市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営の基準等
に関する条例の一部を改正する条例 3月27日

第27号 町田市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例
の一部を改正する条例 3月27日

第28号 町田市屋外広告物条例 3月27日
第29号 町田市景観条例の一部を改正する条例 3月27日
第30号 町田市街づくり景観審議会条例 3月27日
第31号 町田市住みよい街づくり条例の一部を改正する条例 3月27日
第32号 町田市立公園条例の一部を改正する条例 3月27日
第33号 町田市緑地保全基金条例の一部を改正する条例 3月27日

議案
番号 議　　案　　名 議決

月日
第36号 町田市立小学校等の学校給食費に関する条例の一部を改正する条例 3月27日
第38号 東京都後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約 2月28日
第39号 忠生７３２号線（尾根緑道）道路改良工事（その４）請負契約 3月27日
第40号 鶴川駅北口広場デッキ整備工事請負契約 3月27日
第41号 町田都市計画事業鶴川駅南土地区画整理事業に関する業務委託変更契約 3月27日
第42号 市道路線の認定について 3月27日
第43号 市道路線の廃止について 3月27日
第44号 町田市と川崎市が重複して路線を認定する道路の管理の協議について 3月27日
第46号 権利の放棄について 2月22日
第47号 町田市表彰条例に基づく一般表彰の同意方について 3月27日
第48号 町田市市税条例の一部を改正する条例 3月27日
第49号 小山田蓮田緑地整備工事請負契約の変更契約 3月27日
第50号 町田市副市長の選任につき同意方について 3月27日
第51号 町田市監査委員の選任につき同意方について 3月27日
第52号 町田市教育委員会教育長の任命につき同意方について 3月27日
第53号 町田市教育委員会委員の任命につき同意方について 3月27日
第54号 人権擁護委員候補者の推薦につき同意方について 3月27日

報告第1号 令和５年度（２０２３年度）町田市下水道事業会計補正予算の専決処分の承認を求め
ることについて 2月22日

報告第2号 野津田暖沢前ふるさとの森における物損事故に係る損害賠償額の専決処分の承
認を求めることについて 2月22日

報告第3号 薬師池北ふるさとの森における物損事故に係る損害賠償額の専決処分の承認を
求めることについて 2月22日

報告第4号 成瀬うさぎ谷戸公園における物損事故に係る損害賠償額の専決処分の承認を求
めることについて 2月22日

★　議　員　提　出　議　案
第1号 地方創生に貢献するサーキュラーエコノミー（循環経済）の一層の推進を求める

意見書 3月27日
第2号 若者のオーバードーズ（薬物の過剰摂取）防止対策の強化を求める意見書 3月27日
第5号 自民党派閥による政治資金パーティーをめぐる裏金問題の真相解明を求める意

見書 3月27日

全員一致で可決・同意・承認された議案

★令和６年（２０２４年）第１回定例会議案審議結果一覧表
賛否が分かれた議案（２月２２日表決分）� ※戸塚正人議員は議長のため通常の採決には参加できません。

○　賛成　　×　反対　　－　棄権　　空欄は欠席 まちだ市民クラブ 公明党 自由民主党 選ばれる町田
をつくる会 日本共産党 無所属 諸派

議決
月日議案

番号 議　　案　　名 議決
結果

東 

友
美

渡
辺
さ
と
し

小
野
り
ゅ
う
じ

笹
倉
み
ど
り

佐
藤
和
彦

森
本
せ
い
や

戸
塚
正
人（
議
長
）

今
村
る
か

お
ん
じ
ょ
う
由
久

小
野
寺
ま
な
ぶ

村
ま
つ
俊
孝

松
葉
ひ
ろ
み

山
下
て
つ
や

お
く
栄
一

石
川
好
忠

加
藤
真
彦

三
遊
亭
ら
ん
丈

藤
田　
学

佐
藤
伸
一
郎

木
目
田
英
男

渡
辺
厳
太
郎

白
川
哲
也

い
わ
せ
和
子

若
林
章
喜

細
野
龍
子

田
中
美
穂

佐
々
木
智
子

殿
村
健
一

松
岡
み
ゆ
き

新
井
よ
し
な
お

吉
田
つ
と
む

お
ぜ
き
重
太
郎

矢
口
ま
ゆ

熊
沢
あ
や
り

中
川
幸
太
郎

秋
田
し
づ
か

★　市　長　提　出　議　案
第18号 町田市手数料条例の一部を改正する条例 可　決

（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2月22日

賛否が分かれた議案（３月１１日、３月２７日表決分）� ※木目田英男議員は議長のため通常の採決には参加できません。
○　賛成　　×　反対　　－　棄権　　空欄は欠席 まちだ市民クラブ 公明党 自由民主党 選ばれる町田

をつくる会 日本共産党 無所属 諸派

議決
月日議案

番号 議　　案　　名 議決
結果

戸
塚
正
人

渡
辺
さ
と
し

小
野
り
ゅ
う
じ

笹
倉
み
ど
り

佐
藤
和
彦

森
本
せ
い
や

東　
友
美

今
村
る
か

お
ん
じ
ょ
う
由
久

小
野
寺
ま
な
ぶ

村
ま
つ
俊
孝

松
葉
ひ
ろ
み

山
下
て
つ
や

お
く
栄
一

石
川
好
忠

加
藤
真
彦

三
遊
亭
ら
ん
丈

藤
田　
学

佐
藤
伸
一
郎

渡
辺
厳
太
郎

木
目
田
英
男（
議
長
）

白
川
哲
也

い
わ
せ
和
子

若
林
章
喜

細
野
龍
子

田
中
美
穂

佐
々
木
智
子

殿
村
健
一

松
岡
み
ゆ
き

新
井
よ
し
な
お

吉
田
つ
と
む

お
ぜ
き
重
太
郎

矢
口
ま
ゆ

熊
沢
あ
や
り

中
川
幸
太
郎

秋
田
し
づ
か

★　市　長　提　出　議　案
第8号 令和６年度（２０２４年度）町田市一般会計予算 可　決

（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 3月27日
令和６年度（２０２４年度）町田市一般会計予算に対する修正案 否　決 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × 3月27日

第9号 令和６年度（２０２４年度）町田市国民健康保険事業会計予算 可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3月27日

第10号 令和６年度（２０２４年度）町田市介護保険事業会計予算 可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3月27日

第11号 令和６年度（２０２４年度）町田市後期高齢者医療事業会計予算 可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3月27日

第13号 令和６年度（２０２４年度）町田市下水道事業会計予算 可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3月27日

第17号 町田市個人番号及び特定個人情報の利用等に関する条例の一
部を改正する条例

可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3月27日

第20号 町田市国民健康保険条例の一部を改正する条例 可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3月27日

第21号 町田市介護保険条例の一部を改正する条例 可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3月27日

第34号 町田市立学校設置条例の一部を改正する条例 可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 3月27日

第35号 町田市学童保育クラブ設置条例の一部を改正する条例 可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 3月27日

第37号 町田市生涯学習審議会条例の一部を改正する条例 可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3月27日

第45号 包括外部監査契約の締結について 可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3月27日

★　議　員　提　出　議　案
第3号 学校給食費の無償化に全額補助を求める意見書 可　決

（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × ×

議
長

× × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 3月27日
第4号 食料自給率向上を政府に求める意見書 否　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ 3月27日
第6号 訪問介護の基本報酬の引き下げ中止を求める意見書 否　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ 3月27日
第7号 離婚後共同親権の導入に関し慎重な議論を求める意見書 否　決 × ○ ○ ○ × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ 3月27日
第8号 再審法の改正の促進を国に求める意見書 可　決

（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 3月27日

第9号 「町田市新たな学校づくり基本計画」における通学環境改善の
ためのスクールバス導入を求める決議

可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 3月27日

第10号 第８号議案に対する附帯決議 否　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ × × × × × ○ 3月27日
★　請　願

第1号
南成瀬地区小学校の統廃合計画を一旦止めて、地方自治の本
来の姿として、学校のある地域に丁寧な説明をし、当事者の声
を大切にし、地域の了解をえながら、一緒に進めることを求め
る請願

不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

議
長

× × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ 3月27日

第2号
国際工芸美術館（仮称）に関し、ＣＭ方式による事業予算額が
明確にされていないのに３月議会において、予算増額案を成
立させないことを求める請願

不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ 3月27日

第3号 本町田東小学校および本町田小学校の廃止と「本町田ひなた
小学校」の開校に反対を求める請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × 3月27日

第4号 まちだの新たな学校づくり鶴川地区小中学校計画の開かれた
議論を求める請願 継続審査 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × 3月27日

第5号 まちだの新たな学校づくり推進計画において、子どもの意見
表明の実施を求める請願

採  択
(賛成多数) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × ×

議
長

× × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 3月27日
第6号 第９期介護保険料の値上げを行わないことを求める請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × 3月27日
第7号 国民健康保険税の値上げを行わないことを求める請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × 3月27日
第8号 「再審法の改正の促進を国に求める意見書」の提出を求める請

願
採　択

（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 3月11日

継続審査となりました。



（8）令和６年（２０２4年）４月３０日 No.232町田市議会だより

この広報紙は ７８，６４６部作成し、１部当たりの単価は ２２円です。（職員人件費を含みます。）

◎
３
月
定
例
会
の
日
程

傍聴者数：２２２名

月

日

内
　
　
容

２
２２
㊍
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

６

２６
㊊
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

２８
㊌
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

４

２９
㊍
議
案
説
明
会

３
１
㊎
全
員
協
議
会

１１
㊊

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
・

文
教
社
会
・
建
設
）

災
害
対
策
委
員
会

第
１７
期
町
田
市
議
会

改
革
調
査
特
別
委
員

会

７

１２
㊋
常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

１４

１３
㊌

１４
㊍
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

５１

１５
㊎

２２

１９
㊋

本
会
議

１３

２１
㊍

１８

２２
㊎

３６

２５
㊊

３０

２６
㊋

１１

２７
㊌
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

１０

第
２２
号
議
案
　
町
田
市
介
護

保
険
給
付
費
準
備
基
金
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

時
限
的
な
基
金
の
積
立
額
に
つ

い
て
、
所
期
の
目
的
を
達
成
し
た

た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。

第
２８
号
議
案
　
町
田
市
屋
外

広
告
物
条
例

　

東
京
都
か
ら
屋
外
広
告
物
等
に

係
る
条
例
の
制
定
に
関
す
る
権
限

の
移
譲
を
受
け
、
屋
外
広
告
物
等

に
つ
い
て
市
独
自
の
規
制
等
を
行

い
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た
良
好

な
景
観
を
形
成
す
る
こ
と
等
を
目

的
と
し
て
、
制
定
す
る
も
の
で
す
。

第
３１
号
議
案
　
町
田
市
住
み

よ
い
街
づ
く
り
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

街
づ
く
り
等
に
関
す
る
審
議
会

の
一
元
化
に
あ
わ
せ
て
関
係
す
る

規
定
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、

「
街
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の

派
遣
対
象
を
拡
大
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

第
３２
号
議
案
　
町
田
市
立
公

園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

町
田
え
び
ね
苑
を
市
立
公
園
に

位
置
付
け
、
よ
り
一
層
の
活
用
を

図
る
た
め
、
及
び
市
立
公
園
の
開

園
期
間
等
を
定
め
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

第
３３
号
議
案
　
町
田
市
緑
地

保
全
基
金
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

基
金
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
る

事
業
の
範
囲
を
拡
大
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
３
月
補
正
予
算
額
は
△
６
億

７
１
８
６
万
７
千
円
と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
額
の
う
ち
歳
入
の

主
な
も
の
は
、
市
税
…
△
３
億
１

０
０
０
万
円
、
地
方
交
付
税
…
６

億
７
６
６
２
万
４
千
円
、
国
庫
支

出
金
…
３６
億
６
２
３
０
万
８
千
円
、

都
支
出
金
…
△
４
億
２
８
０
万
円
、

繰
入
金
…
△
３
億
６
１
８
６
万
９

千
円
、
諸
収
入
…
△
７
億
６
５
６

３
万
４
千
円
、
市
債
…
△
１５
億
２

０
０
０
万
円
で
す
。
歳
出
の
主
な

も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
　
務
　
費

　

財
政
管
理
費
の
財
政
事
務
費
…

１２
億
６
８
９
６
万
８
千
円
。

民
　
生
　
費

　

障
が
い
者
福
祉
費
の
障
が
い
者

サ
ー
ビ
ス
給
付
事
業
費
…
５
億
１

６
１
５
万
６
千
円
、
生
活
援
護
費

の
生
活
援
護
費
…
３８
億
５
０
２
０

万
６
千
円
。衛

　
生
　
費

　

保
健
予
防
費
の
予
防
接
種
費
…

△
９
億
２
０
８
万
６
千
円
。

土
　
木
　
費

　

街
路
整
備
費
の
み
ち
づ
く
り
・

ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
費

…
△
５
億
３
８
７
万
３
千
円
。

教
　
育
　
費

　

教
育
総
務
費
の
教
材
費
等
公
会

計
事
業
…
△
４
億
１
７
５
７
万
３

千
円
、
文
化
振
興
費
の
（
仮
称
）

国
際
工
芸
美
術
館
整
備
費
…
△
６

億
５
９
０
２
万
３
千
円
。

令
和
５
年
度

　
３
月
補
正
予
算

の
あ
ら
ま
し

令和５年度（２０２３年度）３月補正　会計別予算構成表

可
決
し
た
主
な

可
決
し
た
主
な

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

　目の不自由な方のために、点字と声（カセットテー
プ版、デイジー版）の「町田市議会だより」を発行し
ています。
　ご希望の方は、議会
事務局調査法制係（☎
０４２－７２４－４０４９）まで
お申し込みください。

常任委員会 ◎委員長
○副委員長

総務
◎村まつ俊孝 ○中川幸太郎 小野りゅうじ
矢口　まゆ 石川　好忠 いわせ和子
今村　るか 吉田つとむ 山下てつや

健康福祉
◎松岡みゆき ○笹倉みどり 木目田英男
渡辺厳太郎 佐藤　和彦 松葉ひろみ
田中　美穂 熊沢あやり 藤田　　学

文教社会
◎佐々木智子 ○渡辺さとし 秋田しづか
小野寺まなぶ 戸塚　正人 おく　栄一
若林　章喜 細野　龍子 佐藤伸一郎

建設
◎森本せいや ○新井よしなお 加藤　真彦
東　　友美 おんじょう由久 白川　哲也
おぜき重太郎 三遊亭らん丈 殿村　健一

議会運営委員会 ◎委員長
○副委員長

◎東　　友美 ○加藤　真彦 村まつ俊孝 白川　哲也
いわせ和子 田中　美穂 三遊亭らん丈 戸塚　正人
新井よしなお おく　栄一

第１７期町田市議会改革調査特別委員会 ◎委員長
○副委員長

◎佐藤　和彦 ○小野寺まなぶ 小野りゅうじ 加藤　真彦
石川　好忠 松葉ひろみ 白川　哲也 田中　美穂
新井よしなお 若林　章喜

災害対策委員会 ◎委員長
○副委員長

◎藤田　　学 ○小野寺まなぶ 小野りゅうじ 村まつ俊孝
木目田英男 渡辺厳太郎 森本せいや 松岡みゆき
佐々木智子 吉田つとむ 山下てつや 細野　龍子

監査委員
監査委員（議会選出） 東　　友美 三遊亭らん丈

一部事務組合議会
東京都十一市競輪
事業組合議会議員 いわせ和子 おく　栄一

東 京 都 六 市 競 艇
事業組合議会議員 いわせ和子 おく　栄一

南多摩斎場組合議会議員 渡辺厳太郎 藤田　　学

東京たま広域資源
循環組合議会議員 森本せいや

多摩ニュータウン
環境組合議会議員

渡辺厳太郎
新井よしなお

松葉ひろみ

議員が委嘱される附属機関等の委員等
社会福祉法人町田市
社会福祉協議会評議員 田中　美穂 おぜき重太郎

町田市名誉市民選考委員
（設置された場合）

笹倉みどり
おんじょう由久
若林　章喜

加藤　真彦
佐々木智子

町田市国民健康保険
運 営 協 議 会 委 員 いわせ和子 細野　龍子

町 田 市 民 生 委 員
推 薦 会 委 員 秋田しづか 小野寺まなぶ

町 田 市 交 通 安 全
推 進 協 議 会 委 員 矢口　まゆ 吉田つとむ

町 田 市 都 市 計 画
審 議 会 委 員

小野りゅうじ
石川　好忠
殿村　健一

村まつ俊孝
熊沢あやり

町 田 市 住 居 表 示
整 備 審 議 会 委 員 渡辺さとし 白川　哲也

防 災 会 議 委 員
村まつ俊孝
森本せいや
佐々木智子

木目田英男
松岡みゆき
藤田　　学

東京都赤十字協賛委員
町田市地区協議会委員 松岡みゆき

三 多 摩 上 下 水 及 び
道路建設促進協議会

第１委員会委員
第２委員会委員
第３委員会委員

加藤　真彦
新井よしなお
森本せいや

多摩地域都市モノレール等
建設促進協議会構成員 木目田英男 森本せいや

(単位：千円）
区　分 補正前の額 補正額 計構成比（％） 構成比（％）

一 般 会 計 １８７，０７０，０３１ ５８．２ ９９３，９２７ １８８，０６３，９５８ ５８．７

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険
事　 業　 会　 計 ４２，８５９，６１８ １３．３ △２８，６４４ ４２，８３０，９７４ １３．４
介 護 保 険
事　 業　 会　 計 ３９，９２１，１３９ １２．４ △３５０，９５７ ３９，５７０，１８２ １２．３
後 期高齢者医療
事 業 会 計 １３，５８１，２３０ ４．２ △１６１，５０４ １３，４１９，７２６ ４．２
鶴川駅南土地区画
整 理 事 業 会 計 ４３７，８６２ ０．１ △２，６２３ ４３５，２３９ ０．１
下 水道事業会計 １９，４８１，１９８ ６．１ △３３３，８４２ １９，１４７，３５６ ６．０
収 益 的 １２，２８１，６４０ ３．８ △２６，１４１ １２，２５５，４９９ ３．８
資 本 的 ７，１９９，５５８ ２．２ △３０７，７０１ ６，８９１，８５７ ２．２

病 院 事 業 会 計 １７，８５０，１３２ ５．６ △７８８，２２４ １７，０６１，９０８ ５．３
収 益 的 １６，１７４，７０６ ５．１ △７６８，７１７ １５，４０５，９８９ ４．８
資 本 的 １，６７５，４２６ ０．５ △１９，５０７ １，６５５，９１９ ０．５
小　計 １３４，１３１，１７９ ４１．８ △１，６６５，７９４ １３２，４６５，３８５ ４１．３
合　計 ３２１，２０１，２１０ １００．０ △６７１，８６７ ３２０，５２９，３４３ １００．０

議会構成が決まりました議会構成が決まりました
　本定例会では、正・副議長の選挙をはじめ、各
常任委員会などの議会人事の改選等が行われ、木
目田英男議長、山下てつや副議長を選出したほか、
下表のとおり新しい議会構成が決まりました。

木目田　英男　議　長木目田　英男　議　長
山下　てつや　副議長山下　てつや　副議長 を選出を選出


	24-0430-01面
	24-0430-02面
	24-0430-03面
	24-0430-04面
	24-0430-05面
	24-0430-06面
	24-0430-07面
	24-0430-08面

